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農道建設予定地と試掘調査箇所

以下を補足 してください。
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例

1 本書は、出雲神庭荒神谷遺跡発掘調査報告書の第 2冊図版編である。
2 本書には、神庭荒神谷遺跡出土青銅器のほか、島根県内出土銅剣・銅鐸、中国四国地方の
中細形銅剣のうち、一部について掲載した。島根県内の銅鐸については、実測図のあるもの

について、中国四国地方の銅剣については、神庭荒神谷遺跡の報告書作成事業に伴い実測し

たもの、あるいはこの事業を委嘱した調査員が実測していたものを本人の了解を得て掲載し

たが、整理期間の問題から掲載を断念したものも多い。

3 神庭荒神谷遺跡出土銅剣の実測は島根県埋蔵文化財調査センター・島根県古代文化センタ
ーの職員のほか、岩永省二、吉田 広、金津まり子、津森真弓、永島いずみ、佐藤綾子、中
村陵子、高山 剛、田中昭久、矢野克治が行い、銅剣の計測表の中に各々の実測者名を明記
した。銅矛、銅鐸はすべて柳浦俊―が実測し、その他の遺物については堀江五十鈴、津森真

弓、金津まり子が実測した。

また、神庭荒神谷遺跡以外の青銅器の実測者あるいは出典は次のとおりである。

伝竹矢・伝島根銅剣・瓦谷銅矛 足立克己 竹田銅剣 岩永省三、堀江五十鈴
横田八幡宮銅剣 勝部 昭、金津まり子 志谷奥銅剣 永島いずみ、佐藤綾子
新荘波介・瓦谷銅剣 吉田 広、足立克己、松本岩雄
イヅチ頭・西大路土井・源田銅剣 吉田 広
志谷奥銅鐸『志谷奥遺跡』鹿島町教育委員会 1976年

伝出雲銅鐸 春成秀爾「最古の銅鐸」『考古学雑誌』701 1984年
伝熊野銅鐸 勝部 昭「出雲・隠岐発見の青銅器」『古文化談叢』 8 1981年
中野 1号銅鐸 三木支雄『日本出土青銅器の研究』1995年
伝徳島県脇町銅鐸 柳浦俊一
鋳造実験銅剣 吉田 広、金津まり子、佐藤綾子、村田裕一
4 本書に掲載した地形図や遺構図は、必要に応じて縮率を変えており、縮尺を統一していない
が、出土遺物については、基本的に銅剣1/3、 銅鐸2/5、 銅矛1/4に統一した。ただし、銅鐸の一部

については1/3な いし1/4に縮月ヽした。また、その他の遺物は土器を1/3、 石製品を1/2と した。

5 神庭荒神谷遺跡出土青銅器については各図面の前ページに個々の計測表並びに観察表を載
せた。各青銅器の計測位置は右図のとおりである。

6 神庭荒神谷遺跡出土銅剣実測図 (図版36～図版155)の配列は、銅剣の保管・管理状況を把
握し易くするために、収納箱内の配列と同じにした。

7 神庭荒神谷遺跡出土銅剣実測図では、欠損部分と鋳掛けを区別するため、両者を次のよう
にそれぞれ別の網目で表現した。

1繋難繋翻 欠損 睡鍛盤翻鋳掛け

8 神庭荒神谷遺跡出土銅剣の計測表のうち、「分類」は第 1冊第 2部第 5章第 1節(2)で看った
クラスター分析に基く分類を指す。「色調」は財団法人日本色彩研究所監修、日本色研事業株

式会社発行の『CO10r System』 のうち、「マンセルカラーシステム」の色相記号で表示した⇔同

鐸・銅矛の表中の「色調」も同様)。 また、「復」は復元、「推」は推定、「平」は平均値をそ

れぞれ表わしている。遺存状態の I～ IVは保存修理以前の劣化ランキング (第 4冊参照)を意味

している。なお、錆の蛍光X線の欄の「色調」は第 3部第 2章の錆の調査の報告に基いている。







荒神合遺跡周辺の地形 図版 1
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農道建設予定地と言式掘調査箇所 図版 2



第 1～ 7試掘坑土層図 図版 3
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黄掲色砂質粘土→遺物包含E
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黒色上→遺物包含層

第 4試掘坑 (東壁 )
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V
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I 黄褐色砂質粘土
肛 黒掲色猫質土
V 掲色粘質土
V 黄褐色粘賞土
Ⅵ 赤掲色粘土

第 1試掘状況 (北璧)

第 2拭掘坑平面および土層断面図



第 8試掘坑銅剣発見位置と上層断面図 図版 4
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第 9～20試掘坑上層図 図版 5
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1984年度調査前地形図及び調査範囲



蜘 境上層の上器出土状況 図腺8



加工段上面の焼土と炭化物 図版 9
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加工段と埋納坑覆土上面のビット 図版 10
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銅剣埋納坑覆上 (黄白色粘質上)の検出範囲 図版 11
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銅剣出土状況 (写真測量図) 図版 12
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図版 13銅剣埋納坑 と銅剣出土状況
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図版 14銅剣配列状況 (A列 )
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図版 17
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1984年度調査区地形測量図 図版 18
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銅鐸・銅矛埋納坑の埋土検出状況 図版 21
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銅鐸・銅矛埋納坑土層図・ ピット断面図 図版23

埋納坑土層図 (上層名は図版22と 同じ)



埋納坑および銅鐸 。銅矛出土状況 図版24



銅鐸・銅矛の出土状況 (側面から) 図版25
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埋納坑および銅鐸・鋼矛出上状況 (正面から) 図版26



銅鐸・銅矛取り上げ直後の埋納坑の状況 図版27
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1986年度調査 谷底部溝状遺構
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1986年度調査 谷底部上層図
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1988年度調査箇所と土層断面図
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図版 31
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1989年度調査箇所と土層図および拡張部平面図
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1990年度 トレンチ土層断面図(|) 図版34
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1990年度 トレンテ土層断面図(2)
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トレンチ①北壁

N   トレンチ⑩西壁
に-3900m

淡黄色粘質土

赤色焼と

(炭イし物含む)

黄掲色土

決黄掲0■ (地 山か)
(自色ブ倒ック混入)0           2m

|

トレンチ③南壁

トレンチ⑩南壁東側

焼土・炭化物検出範囲S



銅 剣 番 号 A列 3号 分 類  I   III-1-② 全 長 η豆   51 50cm 関 幅 1圭    5 50cm
切 キ 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/6 現  存  長 51 10cm 茎 下 端 幅 1.41cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣 身 長 ℃巳   49,70cm 突 起 の 位 置 18_75cm
×ヒロ lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 つ乏   30 95cm 到方最小幅の位置 16 70cm

重最 (含浸前 ) 390 2g 重量愴 浸後 ) 388 0 FF 到  方  長 4 95cm 到方下端の位置 13 80cm
A面春 幅 (a) 24cm B面脊 幅 (a) 30cn 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 11 20cm
〃  (b) 32cm 〃  (b) 33om 突  れ 嗣圭    5.70cm 突 起 部 者 厚 0 87cm
〃  (C) 26om 〃  (C) 32cm 到万最 /Jヽ鴨 詢ヒ    5 10cm 到 方 下 端 脊 厚 0 98cm
〃  (d) 39cm 〃  (d) 37cm 割 方下端 幅 朝筆    6 00cm 最 大 幅 都 春 厚 1 02cm

) 50cm 〃  (e) 43cm 最 大 幅 6 55cln 関  部  脊 厚 1 15cn

特 徴
脊厚が厚い。到方がやや短かい。
茎が短かめで細い。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端部 厚 0 13cm

端  部  厚

修理中の知見 元部の調整良好
日

者

月年
測
預実
実

1993年 6月 17日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 798 0 8749 2 1629

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(9/O)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AIF Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その利

A3a 緑 ・ 茶 87  1 1  9 8  1 6 78  3 3  --   1 2 218--14
A3b 縁 ・ 茶 19  1 8  0 9  0_3 59   21   --   1 5  -― 13 0 15 29
A3c 鷺棄・ 舅〔 1 88  0 6  7 1  2 2  -―    ―― 77  0 6  --   1 6 4  2 1  0 3 0 03  1 3  0 9

漁表・Й尊 1 82  3 7  11  2 4  0 3  -― 74  3 9  --   1 8  - 3 24 03 - 14 13 -

銅 父U番 号 I   A列 2号 分 類 |    
―

全 長 第
=   51 20cm

関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G7/4 現  存  長 48 65cm 茎 下 端 幅 1推  1 40cm
面 lAl昆  根 lBl 谷 剣  身  長 朝と   49.20cm 突 起 の 位 置 1 確  18 20cm
×印 lAl あ  り lBl ―一 刃 部 長 朝と   31 00cm rl万最小鴨の位置 |     ―― cm
重量(含浸前|

258 8富 重量 含浸後 ) 244 0買 奉J 方  長 到 万下端 の位 置 l      cm
A面脊 幅 (a) 1 25cm B面春 幅 (al 26cm 茎 長 推    2 00cm 最 大 幅 の 位 置 l     cm
〃  (b) 1 24cm 〃  (b) 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 1   0 74ctn
〃  (C) 31cm 29cm 到方最 小 幅 割方下端脊厚 1   0 86cm

1 37cm 〃  (d) 割方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 1   0 85cm
〃  (C) 1 49cln 〃  (e) 48om 最  大 関  部  脊  厚 1    0 90cm

特 徴 傷みが著しい。 遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端部厚

関 端 都 厚 l   cm
修理中の知見 残存状態悪い 日

者
月年
測
預実
実

1993年 5月 31日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

18 118 0 8612 2 1411

定量分析
Cu(O/。 ) Sn(%〕 Pb(%) A質 (%)I As(°/。 ) (%) Co(°/。 )I Fe(°/。 )l�ln(DOm Ni(%) Sb(%) IZn(DOm)
93ヽ 5 1 47 4.10 0 13  1  0.52 .032 0 11   1  0 051  1  - 0 16 0 39  1  -―――

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(° /。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その
A2a 緑・白・茶 3 73   --   14  1 5  --  7 9  --  0 4  --   1 3  0 0   -―
A2b 緑

・
茶 78   1 7   15  2.4  -―    ―― 13 10  0,7  0 3 0 04  1 2  0 0

A2c 緑・茶・自 15 17  1.6  0 1 84  2 1   --   1 3  --  6 3  --  0 1   ∠K   1 9  3 4   -―
A2d 緑 ・ 茶 89  0 5  6 7  2_7  -―    ―― 76   0.0   --   2 0   --   15   2 7  0.5   --   1 4  0 9   -―
A2e 緑 ・ 茶 99 22 77  1.6  --  15  --  14 26  ∠へ  ×  14 13  -

銅 剣 番 号 A列 1号 分 類  I   I-1-③ 全 長 推  52 00cm 関 幅 5 43cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1  10Y5/2 現  存  長 50 60cm 垂 下 端 幅 1 72cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 推   印 _20cm 突 起 の 位 置 18 60cln
×EΠ lAl不  明 lBl な  し 河 部 長 推  3160伽 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 278 8富 重曇 (含浸後 | 266 0g 到  方  長 平  5.575cln 参」方下 端 の位 置 ヨ云  13 025cm
A面脊 幅 (a) 37cm B面脊幅(a) 1 375cm 茎 長 1 80cm 最 大 V邑 の 任 漕 10 00cm
〃  (b) 37cm 〃  (b) 1 395cm 突  起 幅 5 63cm 突 起 部 脊 厚 0 66cm
〃  (C 1 46cm 〃  (C) 1 51cm 到 方最 小 幅 ¢記    4 70cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 1 515cm 〃  (d) 1 515cm 割万 下端 鴨 半   5 80cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cm
〃  (e) 1 74cm 1 71cm 最  大  幅 推   6 30cm 関  著b  春  厚 0 78cm

特 徴
脊厚が薄い。
茎が短かめで大い。鋳掛けあり。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 Й 0 10cm

関 端  部 0 135cm

修理中の知見 鋳掛けあり、扁平な脊部を持つ朱付着 ? 日
者
月年
測

韻実
実

1992年 9月 11日
足 立 克 己

鉛同位体比
207/206

17 966 0 8676 2 1528

定 量分 析
Cu % Sn(%, Pb(% A営 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb %) IZn(

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca  Cl  S その‖

A 洞諄黍・自 2 1  0 3 0 06 60   12   15   1 7  --   7 1  0 3 0.0
A b 緑・茶・自 90   --  6 4  1 6  -―    ― 12 8 1 05 7 16
A 緑

・
茶 78   3_0   11   3 9   --  0 06 34 -  10 26 06(D※ 3 00

A d 緑 ・ 茶 92   --  5 5  1 と_ユ 91 - 04 01 9 14
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銅 剣 番 号 Aア」6号 分 類  I  III-1-① 全 長 つ豆   52 30cm 関 幅 tt    5 40cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  7.5Y5/2 現  存  長 51 98om 茎 下 端 幅 引竺    1 80cm
面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 衿鷲   50 85cm 饗 謂 の 柿 着 半   19 40cm

CO な  し ③  あ  り 刃  部  長 鬱己   30 90cm 号」方最小幅の位置 16 80cm
重量 (含浸前 ) 344 7宜 重量(含浸後) 385 0g 割  方  長 平   5 60cm 到 方下端 の位 置 13 80cm
A面脊 幅 (a) 42cm B面脊 幅 (a) 34cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 4立 直 11 50cn

1 46cm 〃  (b) 40cm 突  起  幅 推   5 80cm 突 起 部 春 厚 0 57om
〃  (C) 1 56cm 47cn 雑    5 10cm 副 万 下 端 脊 厚 0 61cm
〃  (d) 1_56cm 54cm 今U方下 端 幅 推   6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 63cm

1^71cn 〃  (e) 67cm 最  大  幅 ℃見    6 50cm 関 部 春 厚 0 84cm

特 徴
脊厚が蒔く全体に幅広な剣身。突起の位置が高し
端部に平担面残る。

遺存状態  H 最 大 幅部端 都厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 元部の調整良好 日
者
月年
測
誤実
実

1993年 6月 22日
吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 946 0 8687 2 1556

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/6) A貿 (%)I As(%) (%, Co(ンる, I Fe(ツ6)Mn(ppm) Ni(%)I Sb %)IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
狽J定 条 件 1(%) 狽1定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Aゼ Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K  Cn CI  S /rの rll

A6a 緑・茶 ,青 183 1_4 ■  27 - ― 64  0 tJ   14  2 2   --   13  2 7  0 6  -― 0 00 -
A6b 漁棄・勇馬・ギ子1 86   1 5 3 21 15 - 14 25 10 - 3 12 -
A6c 緑・コ〔 1 37   11   34  9 9  0 5  0 2 17353650-3802-一 4 00
A6d 緑・コミ 1 84  3 8  9 6  2 0  -―    ― 15 - 16 1_4 15 ユ 4

A3e 緑 ・茶 188 11 71 23 - ― 78--17-132705- 3 10 -

,同 尖U ttξ
=ヂ

A列 5号    十分 類 2-③ 全 長 TE   51 30cm 関 幅 5 41cm
切 先 方 向 1   谷  日   1色 調 1 5GY 4/1 現  存  長 50 65cm 茎 下 端 幅 1 52cm
面 lAl尾  根   l  lBl  谷 剣  身  長 朝ヒ   49 22cm 突 起 の イ立 置 半  17.35cm
×E日 lAl な  し    l   ①  あ  り 刃 部  長 朝ヒ   31 95cm 今」方最小幅の位置 15 00cm

重量 (含浸前 ) 388 6富 重景 (含浸後 ) 379 0g rl 方 長 5 35cm 割 方下 端 の位 置 12 00cm
A面脊 幅 (a) 32cm B面春 幅伸) 31cm 茎 長 平   2 08cln 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

36cm 〃  (b) 32cm 突 起  幅 推   5 65cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 〃  (C) 到 方最小 幅 推   510∝ 到 方 下 鈴 春 厚 0 77cm
〃  (d) 39cm 〃  (d) 40cln 到 方下端 幅 推  620∝ 最 大 幅部脊厚 0 77cln
〃  (e) 57cm 〃  (e) 56cm 最  大  幅 6 51cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特 徴
脊厚が薄い。刃部が長め。突起の位置が低め。樋先端
部の脊と翼の境界に刻線残る。

遺存状態  III 最 大幅部 端部厚 0 15cn

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 刃部は粉状に腐食。短めの元部
日

者

月年

測

預実
実

1993年 6月 22日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 764 0 8746 2 1637

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/O) A営 (°/。 )I As(°/。 )I B %) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
狽J冠 笑 作 1 (%) 韻」 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca Ci  S その和

A Sa 縁
・
黍 94  0 07 3 9 86  0 0   --  0 8  --  8 5  1 7  0 2  --   1 6  0 6   -―

A5b 緑
・
黍 88  0 1  5 4  3 7  -―    一― 65  0 05  4 3  2 8   --   19   6 1  0 8   --   1 2  0 0   -―

A5c 緑 ・ 茶 10   10  4 2 51   14   12  3 3 l 3 12

A4～ 6M 緑・茶・白 74   8 2   12   2 7   --   0 1 54   13   16  2 1   --  9 1  1 5  --  0 0  1 4  1 9   -―

銅 剣 番 号 A列 4号 分 類 I    II-1 全 長

“

4   52 85oは 関 幅 割蜜    5 30cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/6 現  存  長 52 65cm 茎 下 端 幅 1 51cm

面 lAl尾  根 ① 谷 剣  身  長 推   50 45cm 央 起 の 位 置 18 30cm
×印 lAl あ   り lBl を 刃 部 長 TE   32 15cm 号」方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 432 1 FI 割  万  長 5 45cm tl方下端の位置 12 85cm
A面 春 幅韓) 1 41cm B面脊 幅 (a) 1 43cm 茎 長 2.40cm 最 大 幅 の イ立 置 9 90cm
〃  (b) 1 40om 〃  (b) 1 46om 突  起  幅 引坐    5 60cln 突 起 部 脊 厚 0 80cm
(C) l_39cn 〃  (C) 1 44cm 今U方最小 幅 引笠    5 00cm 9U万 下 端 脊 厚 0 84cm

〃  (d) 1 43cm 45cm ξU万下端 鴨 TH    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 85om
〃  (e) 1 57cm 〃  (e, 1 60cm 最  大  幅 lt    6 50cm 関 部 春 厚 0 94cm

特 徴
刃部がやや長し

茎が長 く細い。
遺存状態  III 最大 幅部端 部厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 1lcm

修理中の知見 他の剣より長い(約 54cm)。
日

者

月年
測
損実
実

1993年 5月 7日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 855 0 8718 2 1584

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A営 (%)I As(%)I Bi(%) Co(O/。 )I Fe(°/0)l� ln(DOm) Nir咳、 十 く、

`隊

 ヽ17

錆の蛍光X線

試 料 色 調
預J主 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A更 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その4

A4a 縁・ヨミ 1 60  6.8  25   1 9  --   0 1 43   17   34   1 5  --  3 0   -―    ―-  0 0  1 2  0 0   -―
A4b 卜表・ Й〔 1 90  0 5  5 6  1 9  -―    ―― 74  0 1  6 8  1 6  --   12  2 6  0 3  --   1 3  0 0   -―
A4c 緑・茶 180 32 10 37 - ― 55   3 0   13   3 0   --   1 47 07 △  07 00 -
A4d κ柔・ぢ単 1 68  5 01 43122521-1226-001200-
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銅 資U番 号 A列 9号 分 類 |    
―

全 長 朝と   51.40cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G6/6 詭  存  長 50_55om 茎 下 端 幅 推   1 70cln
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長 羽臨   49,40cm 突 起 の 位 置 tt   18 30cm
×E日 lAl ―― (Bl        ―――― 刃 部  長 推 10cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 293 1質 重量(含浸後) 282 0E 割  方  長 割 方下端 の位 置

A面脊 幅 (→ 30cm B面脊 幅 (a) 1 30cm 茎 長 推  2 00cln 最 大 幅 の 位 置

25cm 〃  (b) 1 30cm 突 起  幅 央 起 部 脊 厚 0 765cm
〃  (C) 45cm 〃  (C) 1_35cm 割方最小幅 ●

ql万
下 端 琴 厚 0 81cm

55cm 1.55cm 到 方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 89cm
〃  (e) 65cm 〃  (e) 1.55cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 01om

特   徴 脊厚がやや厚し 遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

惨理中の知見 残存状態悪い。粉状に腐食。
日

者

月年
測
浪実
実

1994年 3月 30日
高 山   剛

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 740 0 8760 2.1614

定量分析
Cu(%) Sn(°/6) Pb(%) Ag(°/6)I As(0/6) Co(%) Fe(%) Mn(DDHl) Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(oom)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(9/O) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  もn Pb re As Si AI K Ca Cl  S その

A9a 緑 ・ 泰 90   0.1  6.6  1 7   -―    ―― 70   0 0  9 5  --   14  2 3  0.5  --  1 3  0.0  -―
A9b 緑

・
茶 70  2 9  20   1.6  --  0 2 55  4 0  30 4 - 72 07 -―  △  09 00

A9c 緑・白。茶 75   4 5   16   1 1   --   0 3 59  6 5  26 0-50-O-1200
Al～ 9M 緑

・
泰 90   0 7  6 7  1 5   -―    ―― 12 2   --   10   1 2  0 4  --   1 3  0 0   -

銅 剣 番 号 A列 8号 分 類 |    
―

全 長 tt   50 80cm 関 幅 引ヒ    5 60cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  10Y4/2 現  存  長 50.60cm ≡ 下 端 幅 1 62cln

画 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長
“

三   48 80cln 突 起 の 位 置 14   17 20cm
×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部  長 謝圭   31 50cn 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 403 0質 重量(含浸後) 391 0富 割  方  長 到 方下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 42cm B面脊 幅 (a) 36om 茎 長 平   2 00cm 最 大 幅 の 作 着 推   9,00cm
49cm 〃  (b) 45cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0.82cm
52cn 〃  (C) 49cm 今U万最小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0_91cm

〃  (d) 60cm 〃  (d) 49cm 看U方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 91cm
〃  (e) 68cm 74cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴 脊厚が厚い。突起の位置が低め。 遺存状態  Ⅲ 編七(中呂晋師瑞詈躊

'早関 端 部 厚

修理中の知見 茎下端に垂直方向のタガネ痕あり。茎切断時の痕跡か ? 日
者
月年
測
浪実
実

1994年 3月 25日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17.721 0 8766 2 1643

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(И6)I Fe(協6)IWIn(DDmi N,(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  もn イb re As  Si  A K Ca CI  S その犯

アA8a 緑
・
茶 92  0 06 5.0  1 7  -―    ―― 35   -―    ―-   1 4  --  9 5  --  0.4  --   1 7  0,7   -―

イA8b 緑・白・茶 89  0.3  6_4 14 12   1 6  0.6  0 08  1 6  0.9
A8c 緑・茶・青 12 18 61  6 3   18   1 6  --  9 7  1 6  -―    ∠蛍   0 8  0 0   Bi

銅 剣 瑠ξ号 Aア17号 分 類 I   WIu 全 長

“

圭   52 40cm 関 幅 復  5.50cm
切 先 方 向 1   谷  日 ℃α ∋司 1    7 5Y 4/3 現  存  長 52 20cm 垂 下 端 鴨 1 68cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   酎 _25cm 突 起 の 位 置 22 00cm
×EΠ lAl あ  り lBl な  し 刃 部  長 引圭   28_20cm 割方最小幅の位置 19 20cm

重量 (含浸前 ) 384 0貿 重量(含浸後, 370 0g 到  方  長 7    5.65cln 制 万 卜端 の 4立置 半   16 あom
A面春 幅 (al 18cm B面脊 甲昌(a) 1 13cm 茎 長 2 15cm 最 大 鴨 の 位 置 11 50om
〃   (b)1        1 22om 〃  (b) 1 19cm 突 起  幅 rtE    5 88cm 癸 起 部 蒼 厚 0 69cln
〃   (C)1        1 25cln 〃 (→ 1 22cm ¢琵    5 00cm 割 万 下 端 脊 厚 0 72cln

(d)1       1.31cm 1 31cm 割万 下端 嶋 平   5 85cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 1.56cm 〃  (e) 1 50cm 最  大  幅 6 60cm 関 部 脊 厚 0 89crn

特   徴 脊厚が薄め。脊幅が狭
い。突起の位置が高い。突起部に

刻線、関部に「外引け」あり。A面に穿孔あり。
遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0.13cm

修理中の知見 靱性のある硬い錆が付着、元部に穴 (3 mm位 )あ り、研磨痕。 日
者
月年
測
韻実
実

1994年 3月 24日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206

17 763 0.8752 2 1635

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) (0/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(Dつ m)

鋳の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(0/6)
Cu  Sn b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S そC

A7a 縁・茶・言 190 12 45 23 - ― 75--18-16
A7b 言・緑・黍 184 33 ■  1.1 - ― 74451510-32-― -0600-
A7c 緑 。青・茶 192 03 49 1_5 - ― 83--11-982702-1409-
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銅 父U香 号 Aアu12号 分 類  I   I-1-① 全 長 復  51 78cm 関 幅 つ見    5 37cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 10Y5/2 現  存  長 51 66cm 茎 下 端 幅 1 54cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ亘   49 80cn 突 起 の 位 置 平   18 70cm
×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 復 10cm 割方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 345 4g 重量 (含浸後 ) 350 0富 到  方  長 5 55cm 割 万下端 の位 置 13 15cm

A面 脊 幅僻) 1 26cm B面脊 幅 (→ 27cm 茎 長 1 98cm 最 大 幅 の 位 置 10 30cm

〃  (b) 1 26cm 30cm 突 起 幅 ね毘    5 90cm 突 起 郡 脊 厚 0 64cm

〃  (C) 32cm 〃  (C) 31cm 到 方最 小 幅 亘々    5 12cm 到 方 下 端 春 厚 0 68cm

1 36om ″  (d) 38om 奪U万下端 鴨 限    り 3ZCm 最 大 幅 部 否 厚 0 71cm
〃  (e) 1 54cm ″  (e) 51cm 最 大 幅 ℃見    6 67cm 関  部  脊  厚 0 80cm

特   徴 脊厚が薄い。元端部のズレが目立つ。 遺存状態  II 最 大 幅部端 部 厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 13om

修理中の知見 硬い錆付着。研磨痕。幅広な父U身。
日
者
月年
測
損実
実

1993年 6月 28日
吉 田   広

鉛同位体比
207/206

18 098 8609 2 1418

定 量分 析
Cu(O/n) Sn(%〕 Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fo(%)IMn(DOm) Ni(%Ⅲ  I Sh(%)IZn(ぅ 。m)

0 074  1  0 32  1  0 058 0 050  1  0 023 0088 1 023 1 -

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%|
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca Ci  S その犯

A12 緑・青・茶 70 19 3 10 17 - 96 28 03  ×  09 00

銅 剣 番 号 A列 11号 分 類 I    H-1 全 長 詢ヒ   51 60cm 関 幅 推    5 50cm
切 先 方 向 谷    ロ 角 調 1   5G5/8 現  存  長 51 30cm 茎 下 端 幅 1 50cm

面 釣  昆  根 lBl  谷 剣  身  長 争ヒ   49 65cm 突 起 の 位 置 室圭   17 30cm
×E日 刃 部 長 詢ヒ   32 40cm 割万最小鴨の位置 15 20cm

重量 (含浸前 ) 377 1富 重量 (含浸後 ) 368 0富 季U 方  長 tt    4 65cm 到 万下端 の位 置 12 65cm

A面脊 幅 (a) 22cm B面脊 幅 (a) 1 23cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 9 60cm
〃  (b) 29cm 〃  (b) 1 24cm 突  起  幅 朝笠    5 55cm 突 起 部 寄 厚 0 74cm
〃  (C) 35cm 1 26cm 到 方最 /卜幅 朝竺    4 90cm 到 方 下 端 春 厚 0 76cm

38cm 〃  (d) 1 36cm 到 万下端 嶋 コ圭    5 70cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
″  (e) 50cm 〃  (e) 1 50cm 最 大 幅 rt    6 50cm 関 部 春 厚 0 90cm

特   徴 刃部が長め。突起
の位置が低め。

剖方が

'豆

かい。
遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 16cm

修理中の知見 関部の段差著しし
日
者
月年
測
実
実

1993年 6月 23日
岩 永 省 三

鉛同位体比
207/206 208/206

17 699 0 8777 2 1664

定量分析
Cu(0/6) Sn(O/n) Ph(%Ⅲ Ag(%)I As(%)I Ri(%) Co(%)I Fま %)IMn(ぅ。m Ni(°/n)I Sb(%Ⅲ  IZn(ぅ 。m)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%|
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その4

銅 剣 番 号 A列 10号 分 類  I  III-1-① 全 長 ℃見   50 60cm 関 幅 推   5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現 長 50 50cm 茎 下 端 幅 ヨ筆    1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 食u 長 η豆   48 80cm 従 起 の 位 置 18 60cm

lAl あ  り lBl を 刃 部 長 イ豆   30 25cm 書J方最小幅の位置 16 70cm

重暑 (含 fkI前 ) 482 5g 重量(含浸後) 474 0g 割  万  長 引圭    4 90om 劃 万下端 の位 置 13 70cm

A面脊 中邑(a) B面脊 幅仰) 36cm ≧ 長 1 80om 最 大 幅 の 位 置 12 00cm
〃  (b) 37cm 〃  (b) 39cm 突 起  幅 tt    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0.89cm
〃  (C) 35cm 〃  (C) 41cm 到方最 小 幅 コ雀    5 20cn 到 方 下 端 春 厚 0 93cm

B4cm 〃  (d) 41cm 毒J方下端 幅 復   6 15cm 最 大 幅 部 春 厚 0、 97cm

56cm 〃  (e) 51cm 最  大  中邑 6 70cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴 全長
がやや短かめ。考」方がやや短かい。

脊厚が厚い。
遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0 19cm

関 端 部 厚 0 155cm

修理中の知見 刃部にコブ状の錆が多い。
日
者
月年
測
実
実

1993年 6月 22日
岩 永 省 三

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 807 0 8732 2 1596

定量分析
Cu(%) Sn(°/O: Pb(°/6) Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)l�ln(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
狽」冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S その糀



区]刊魔39銅剣 (A10・  A ll ・ A12)

―
＝
∧
∇
＝
―

１
１
１
∩
∨

　
―

ｌ
ｌ
ｌ
∩
▽
　
　
―

ｌ
ｌ
∧
∇
・
　
　
―

―
―
へ
Ｖ
Ｉ
　

Ｉ

―

人

Ψ

ｌ

ｌ

　

ｌ

Ａ
ＩＩ

側
Ｖ

Ｗ

　

　

Ｉ

ｌ
ｋ
Ｏ
Ｗ
ｉ
　
　
　
ｌ



銅 剣 番 号 A列 15号 分 類 |    
―

全 長 つ己   51.05cm 関

切 先 万 同 1   谷  ロ 色 調 1  5G5/6 現  存  長 50 55cm ≧ 下 端 幅 1推  1 75cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 0こ   48.80cm 突 起 の 位 置 1  18 00cm

lAl あ  り lBl を 刃  部  長 η砥   80 80cII 割万最小鴨の位置 |     ――一om
重量 (含浸前 ) 387 0Fr 30b.υ g 割  万  長 割 カ ド馬 の 4N4直 十    一 一 Cm

A面脊幅(a) 1 38cm B面脊 幅 (a) rt1 33cm 茎 長 2 25cm 最 大 幅 の 位 置 l     cm
〃  (b) 1.40cm 〃  (b) 1.39cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 82cm
〃  (C) 1.43cm 〃  (C) 1 41cm 到方晶 Jヽ幅 割方下端脊厚 1   0 79cln
〃  ld) 1 44cm 42cm 最 大 鴨 部 脊 厚

“

圭    0 84cm
51cm 〃  (e) 1.53cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 0 919n

特   徴 茎がやや長い。鋳掛けあり。 遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食 嚢
韻J衝月
握! 響
93雷 6月 29晨

鉛同位体比
207/206

17 0.8769 2 1653

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(。Om Ni(%) Sb(%Ⅲ  IZn(anrr

0.54  1  0 052 U U31  1   -―    |   ――

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
狽」冠 条 件 1 (O/。 ) 狽J冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  S その‖

鋼 套U沓 サ I   A列 14号 分 類 I   H-2-① 全 長 推  51 72cln 関 幅 】圭    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G6/8 現  存  長 51 20cln 事 下 端 幅 1 59cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 40cln 饗 lSの 位 置 16 40cm
×H] lAl な lBl あ  り 刃 部 長 tt   33 00cm 割方最小鴨の位置 1こ   14 30cm

重暑 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 401 0富 到  方  長 推  4 60cm 考U方下端 の位 置 推  ■ 80cn
A面脊 中昌(a) 41cm B面脊 幅 (a) 1 34cm 茎 長 2 32cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm
〃  (b) 42cm 〃  (b) 1 37cm 突 起  幅 tL    5.90cm 突 起 部 脊 厚 0 84cm
〃  (C) 48cm 1 38cm 到ヴ,1託 /J、幅 推   5_30cm 割方下端脊厚 0 88cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 1,43cm 割 万下端 鴨 引圭    6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 88cm
〃  (e) 52cm 〃  (e) 1_45cm 最  大  幅 tt    6.40cm 関 郡 脊 厚 0 96cm

特   徴 脊厚
がやや厚い。突起の位置が低い。刃部が長し

元部が短かい。茎が長い。割方が短かい。
遺存状態  m 最 大幅部 端部厚 0_14cm

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。
日
者
月年
測
韻実
実

1993年 6月 24日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17 997 0 8655 2.1479

定量分析
Cu(9/。 ) Sn(°/6) Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fo(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
浅」定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca Ci  S その■

銅 剣 碁 号 A列 13号 分 類  I   I-1-② 全 長 羽筆   51 70cm 関 幅 推   5 50cln
切 先 方 向 1   谷  口 色 調 1  5GY 4/2 現 長 15cm 茎 下 端 幅 1 80cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 貪J 長 朝ヒ   49 70cm 突 起 の 位 置 司2  18 725cln

lAl あ  り lBl を 刃 部  長 ヨ隆   31 00cm 割方最小幅の位置 16 40cm

重量 (含浸前 ) 403 0g 重量(含浸後) 393 7g 割  万  長 封4    6 05om ●l方下端の位置 平   12 65cm
A面春 幅 (a) 34cm B面脊 幅 (a) 36cm 茎 長 2 00。m 最 大 幅 の 位 置 10 50cm
〃  (b) 42cm 〃  (b) 42cm 突 起  幅 朝ヒ    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 70cm
〃  (C) 48cm 〃  (C) 51cm 到 方最小 幅 推   5 05cm 到 方 下 鈴 春 厚 73cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 52cln 41方下端幅 ヨ2    6 55cln 最 大 鴨 部 否 厚 0 80cm

62cm 〃  (e) 64cm 最 大  幅 6 70cm 関  部  脊 厚 0 92cm

特   徴 脊厚がやや薄
い。茎が大い。

突起の位置がA・ B面でズレている。
遺存状態   H 最 大幅部 端部 厚 0 15cn

関  端  著Б 厚 0 20cm

修理中の知見 幅広な剣身。茎部・脊部にコブ錆付着。
日
者
月年
測
潰実
実

1993年 6月 23日
岩 永 省 三

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 805 0 8738 2 1615

定量分析
Cu(%) Sn(9/0) Pb(%) Ag(%)I As(%) (O/6) Co(勁

`)I Fe(°
/0)IMn(oDm) Ni(°/0)I Sb(0/6)IZn(DOm

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
条 件 1 (%) 側 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFF Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S その礎
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銅 剣 番 号 A列 18サ 分 類  I   I-1-⑥ 全 長 復  51 60cm 関 0見    5 45cm
切 先 方 向 1   谷  製 色 調 1  5G4/6 現  存  長 51 50cm 堅 下 端 幅 1 49cln

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ乏   49,15cln 突 起 の 位 置 平  17 9Fcm
lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 わ己   31.20cm 到万最小鴨の位置 15 30cm

重号 (含浸前 ) 403 0g 重量 (含浸後 ) 390 0FF 到  方  長 平 14cm 割万下端 の位 置 平   12 78cm
A画脊 叩呂C 1 27cm B面脊 幅 (a) 1 29cm 茎 長 2 45cm 最 大 幅 の 位 置 9 70cm
〃  (b) 1 30cm 1 31cm 突  起  嶋 つ斑    5 63cm 突 起 部 脊 厚 0 765cm
〃  (C) 1 30cm 〃  (C) 1 33cm 奪U方最小 幅 4 98cm 今」万 卜瑞 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 1_33cm 〃  (d) 1 395cm 到方 下端 幅 5 87cm 最大幅部脊厚 0 82om

1 53cm 〃  (e) 1 45cm 最 大 幅 6 38cm 関  部  脊 厚 0 85cm

特   徴 茎が長い。割方がやや短かめ。 遺存状態   H 最 大幅部 端部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0.14cm

修理中の知見 表面、元部の調整良好。割方～元部は緩やかなカーブを描く
日
者
月年
測

韻実
実

1994年 5月 2日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206 208/206

17,788 0 8742 2 1608

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 ) (%) Co(%)I Fe(%)IWIn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
測 ‡ 条 件 1 (%| 測 冠 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その■

鋼 剣 番 サ A列 17号 分 類  I   I-2-の 全 長 It   52 10cm 関 幅 5 22cm
切 先 方 向 谷    口 色 調 1  5GY 6/2 現  存  長 51,85cm 茎 下 端 幅 1 59cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   49 67cm 突 起 の 位 置 17_60cm
×[Π ω な   し lBl あ  り 刃 部 長 詢ヒ   32 10cm 91万最小鴨の位置 14.60cm

重量 (含侵前) 430 8富 重量 (含浸後 ) 410 0富 到  方  長 6 08cm 号U方下端 の位 置 11 50cm
A面脊 幅●) 32cm B面脊 幅 (a) 1 31cm 茎 長 2 43cm 最 大 幅 の 位 置 10 10cm
〃  (b) 41om 1 39cm 突 起  幅 6 08cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 44cm (C) 1 43cn 到 方最 小 幅 5 23cm 今」方下端脊厚 0 88cm

47cm 〃  (d) 1 46cn 到 方 下端 幅 復  6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃  (e) 〃  (e) 1 62cm 最 大 幅 6 49cm 関  部  脊 厚 1 00cm

特   徴 脊厚が厚め、突起
の位置がやや低め。刃端部に面残る。刃部

が長め。茎が長く細い。匙面状の樋が明瞭。鋳と卜けあり。
遺存状態  H 最大幅 部端 部厚 0 10cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 脊部に対し水平方向の研磨痕。短めの元部。群青色の錆付着。
日

者

月年
測
浜実
実

1993年 4月 22日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 727 0 8767 2 165ユ

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(隊 Ⅲ 韻1定 条 件 2(%)

'u  Sn
'b Fe Sb A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その‖

鋼 負U番 号 A列 16 分 類  I   I-1-⑥ 全 長 推   51 80cm 関 幅 tt    5 80cm
切 先 方 向 1   谷 色 調 1  5G5/6 現  存  長 51 35cm 茎 下 端 幅 1 61cm
面 rAl 昆  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   50 00cm 突 起 の 位 置 8 80cn
× 田 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 tt   31_70cm 到方最小印Rの イア苦 5 60cm

重量 (含浸前 ) 422 3富 重量 (含浸後 ) 408 0々 剥 万  長 確半  5 35cm 割 方下端 の位 置 推 平 2 95cm
A面脊 幅 (a) 1 30cm B面春 幅 (a) 30cm 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 1 20。m
〃  (b) 1 33cm 〃  (b) 31cm 突 起 幅 tt    6 15cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃   (C)1       1 37cm 〃  (C) 32cm 到方最 小 幅 lt    5 05cm 到 方 下 端 春 厚 0 76cm
″   (d)1        1 40cm 〃  (d) 35cm 剥万 卜玲 鴨 rt   63()cm 最大幅部脊厚 0 77cm

1 53cm 月克  ノく  叩邑 推    6 60cn 関 部 脊 厚 0 96cm

特   徴 脊厚が薄め。茎がやや短かく大し 遺存状態  H 最 大 幅部 端部 厚 0 13cm

関  端  部  厚 0 16cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。
日
者
月年
測
浪実
実

1993年 6月 23日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 881 0 8698 2 1536

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(°/6)I Sb(0/6) Zn(DOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 狽J冠 条 件 2(%
Cu  Sn b  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯
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A列 21号 分 類 I   
―

李 長 推  51.95cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  口 色 調 1  5G5/4 現 T 長 51 15cm 茎 下 端 幅 1 53cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣 身 長 コ室   49,49cm 突 起 の 位 置 推  16.70cln
×に日 lAl な  し lBJ あ  り 刃 部  長 朝臨   32 70cln 剖方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 407.lg 重量 (含浸後 ) 385_Og 到  方  長 割 万下端 の位 置

A面脊 鴨 (a) B面者 幅 (a) 33cm 事 長 2.46cm 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 29cm 35cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 95cm
〃  (C) 35cm 〃  (C) 40cln 割 方最 小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0 94cm

36cm 〃  (d) 38cm 到 方下端 幅 0 96αm
499n 〃  (e) 51cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 1 05cln

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。
刃部が長め。者と翼の境に際取りが明瞭。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部 端部 厚

目 端 部 厚

修理中の知見 丸みのある長めの茎部。残存状態悪い。 日
者
月年
測
測実
実

1993年 5月 20日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 723 0 8777 2.1650

定量分析
Cu(%) S■ (%) Pb(%) A宜 (%)I As(%) °

/0) Co(°/。 )I Fe(°/6)lh/1n(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋳の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%〕 定 条 件 (%)
Cu  Sn  PЪ   Fe  Sh  Ary Cu  Sn Ъ  Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その獄

銅 剣 番 号 A列 20号 分 類  I   II-1-① 今 長 復  51 80cln 関 幅 5.1lcm
切 先 方 向 谷 奥 色 調 1 564/4 現  存  長 51.65cm 茎 下 端 幅 1.64cm
面 lAl尾  根 谷 剣  身  長 つこ   49、 95cln 突 起 の 位 置 9 40om
×印 lAl な  と lBl あ  り 刃  部  長 玲見   30.60cm 到方最小幅の位置 7 20om

重量 (含浸前 ) 434.5g 重量 (含浸後)1   419.OR 到  方  長 5_29cm 判方下端の位置 4 10cln

A面春 幅 (a) 1 24cm B面蒼 幅 (a)1   1 27cln 手 侵 1.85om 最 大 幅 の 位 置 1 70cln
〃  (り 1 32cm 〃   (b)1       1 31om 突 起 幅 4三    5 50cnl 突 起 部 蒼 厚 0 76cln
〃  (C) 1.36cm 〃   (C)1       1 38cm 割 万最小 幅 44    4 85cm 到 方 下 端 春 厚 0 78cm
〃  (d) 40cm 〃   (d)1       1 42cm 到 方下 端 幅 5 93cm 最 大 幅 部 春 厚 0 81cm

1.64cm 〃   (e)1       1 55cm 最 大  幅 6 55cm 関 部 吾 厚 0 92cm

特 徴
脊厚がやや薄め◇突起の位置が高い
元部が長め。茎がやや短かく太い。

遺存状態  Iコ 最 大 幅部 端部 厚 0,13ctn

関 端 郡 厚 0_16cm

修理中の知見 刃部が粉状に腐食。靱性のある粒状の錆付着。
実測年月日
実 測 者

1993年 4月 13日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206

17 798           1           0 8741 2 1600

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% IA寛 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(oom) Ni(%)I Sb(O/。 ) Zn(ODm

錆の蛍光X線

試 料 色 調
狽J定 条 件 1(%) 定 条 件 2 r隊Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その′

銅 剣 番 号 A夕」19号 分 類  I   I-2-③ 全 長 tL   50_80cm 関

“

三    5 75cm
切 先 方 向 1   谷  ロ でヨ ∋再 1     5Y 3/2 現  存 長 50_50cn 茎 下 端 幅 1 65cm

画 lAl尾  根 lBl 谷 剣 身 長 IE   48.83cm 突 起 の 位 置 17 20cm
×EE lAl あ  り lBl を 刃 部  長 朝臨   31.60cm 割方最小幅の位置 14 50cm

重量 (含浸前 ) 369 0質 章量 (含 350 0富 到  方  長 ヨ『     5 46cnl 到 方下 端 の位 置 11 70cm
A面脊 幅 (a) 40cm B面蒼 鴨 (a) 1 35cm 茎 長 1 97cln 最 大 幅 の 行 音 11 20cm

43cm 〃  (b) 1 36cm 突  起 幅 5 85cm 突 起 部 蒼 厚 0 68cm
〃  (C) 47cm 〃  (C) 1 39cln 到 方最オ 5 30cm 割 方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 50cm 1 40om 割 万下端 幅 コ4    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0,72cm
〃  (e) 61cm 〃  (e) 1 64cm 最 大 幅 6 43cm 関 部 脊 厚 0_85cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が低め。
元部が短かめ。

遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0.18cm

端 部  厚 0_13cn

修理中の知見 幅広な剣身。茎部側面にとレ状の突起あり (甲張りが残存 ?)
実測年月日
実 測 者

19934F4月 28日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 720 0 8771 2 1646

定量分析
CIJ(% Sn(%) Pb(% A営 (%) As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%) I Sb(%) IZn(っ っ■1)

鋳の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 冠 条 作 2 (O/6)

Cu Sれ Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S その411
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銅 剣 番 号 A列 24号 分 類 I   H-1 全 長 詢監   51.50cm 関      幅 1 推   4 90cm
切 上 方 向 谷  4 i調 1  566/4 現 存  長 50.70cm 茎 下 端 幅 1推  1 60cln
面 lAl尾  根 ) 谷 会‖ 身 長 コヒ   49_70cm 従 起 の 位 置 17 70cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 Й監   32 00cm 到方最小幅の位置 15 80cm

重量 (含浸前 ) 374.8g 重量 (含浸後)1   364.0富 割  方  長 謝ヒ    4 90cm 割 方下端 の位 置 1 推  12 80cm
A面脊 幅 (a) 1 41cm B面脊 幅 (a)1   1_38cm 茎 長 羽圭    1 80cm 最 大 幅 の 位 置 1   10 50cm

1 41cm 〃   (b)1       1 39cm 突 起 幅 〕ヒ    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 77om

1 47cm (C)1       1 41cm 副 万最小 鴨 推   5 30cm 到 方 下 鈴 春 厚 1   0 77cm
〃  (d) 1 51cm 〃   (d)1       1 41cm 到 方 下端 幅 盛    0 3υ cm 最 大 嶋 部 脊 厚 0 79cm

〃  (e) 1 50cm (e)1       1 45cm 最  大  幅 6.57cm 関 部 脊 厚 89cm

特   徴 脊厚
がやや薄い。突起の位置がやや低め。

刃部が長め。割方がやや短かい。
遺存状態  コ 最 大幅部 端部 厚 15cm

関 端 部 厚 0 95cm

修理中の知見 ×印の痕跡あり。元都の調整良好。短かめの元部。
日
者
月年
測

韻実
実

1993年 6月 29日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204           1           207/206

17_479           1           0 8845 2 1722

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%)IA貿 (%)I As(%)I Bi(%| C。 (O/6)I Fo(%〕 IMn(DOm Ni(°/6) Sb(O/6) IZn(OOm)

鋳の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 浪J定 条 件 2(0/6)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S そのイ

銅 剣 瑠ξ号 A列 23号 分 類  I   I-1-② 全 長 tt   51 10cm 関 幅 推   5 70cln
切 先 方 向 谷   ロ i調 現  存  長 50 40cm 茎 下 端 幅 1 56cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長 〕ヒ   49 06cm 突 起 の 位 置 IL   18 80cm

lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推   30.80o皿 ll万 最小鴫の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 410 1富 重量 (含浸後 ) 400_O Fe 到  亥デ 長 羽圭    5.80cm 到 万下端 の位 置 推  12 50cln
A面者幅(a) 1 36cm B面脊 幅 (a) 36cm 茎 長 2 04cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

〃  (b) 1 41cm 〃  (b) 40cm 突 起  幅 朝圭    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm

〃  (C 1 5υ Cm 47cm 割方最小幅 朝笠    5_20cm ●
AJ方
下 端 春 厚 0 79cn

〃  (d) 1 50cm 〃  (d) 48cm 割 方 下端 鴨 推    6_60cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃  (e) 1 62cm 〃  (e) 63cm 最  大  幅 推   6.80cm 関  部 脊 0 94cm

特 徴 変形、制脱痕が目立つ。
遺存状態  III 最 大幅部 端部 涯 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 者部の軸線が歪んでいる。粒状の硬い錆付着。
日
者
月年
測
測実
実

1993年 6月 24日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17_640 2 1688

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Ph(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) C。 (O/6)I Fc(%)IMn(OOm Ni(O/6)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) lRl冠 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのイ

銅 父U番 号 A列 22号 分 類  I   III-1-② 全 長 ℃見   52 20cm 関 tfL    5 50cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/2 凱 長 52 00cm 茎 下 端 幅 1 65cln

面 lAl尾  根 lBl  谷 長 わ琵   50 25cm 突 起 の 位 置 平   18 66cm
×EΠ lAl あ  り lBl な  し ガ  部  長 狼   31 50cm 春J方最小幅の位置 16 05cm

重量 (含浸前 ) 472 3g 重量 (含浸後 ) 458 0g 副  万  長 5 10cm 到 万下 瑞 の位 置 13 65cm

A面 春 幅 (a) 26cm B面脊 幅 (a) 29cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 15cm

〃  (b) 26cm 〃  (b) 突 起  幅 推   5 89cln 突 起 部 香 厚 0 73cm
〃  (C) 32cm 〃  (C) 34cm 考U方最小 幅 朝竺    5 45cm 考u方 下 端 脊 厚 0 81cm

37cm 〃  (d) 39cm ●
Al方
下端 幅 6 20cm 長 大 幅 都 春 厚 0 82cm

62cm 〃  (e) 55cm �克  ジ(  中昌 つ豆    6 75om 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴 元翼端部に甲張り残る。
到方がやや短かめ。元部が長め。

遺存状態  H 最 大 幅部端 音印 0 12cm

関 端 部 涯 0 14cm

修理中の知見 幅広な剣身。
日
者
月年
測
韻実
実

1992年 7月 24日
足 立 克 己

鉛同位体比
207/206

17 883 0 8704 2 1553

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6) Ag(°/6)I As(%) (%) Co(°/。 )I Fe(°/。 )Mn(っっm) Ni(%) Sb(°/O)iZn(DOm

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
韻J 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S そ¢
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銅 剣 番 号 A列 27号 分 類  I   I-2-③ 全 長 巧見   51,10cm 関 幅 朝ヒ    5 25cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1  5GY 5/2 現  存  長 50_70cm 目霞   下  〕歳  叩昌 1         1 55cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 復  49,10cm 突 起 の 位 置 17 50cm
×印 lAJ な lBl あ  り 刃 部 長 つ見   31.60cm 割方最小幅の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 429 5g 重量 (含浸後 ) 408 0g 到  万  長 5 50cm 割 方下 端 の位 置 12 00cm
A間脊 甲呂(a) 33cm B面者 幅 (a) 1 31cm 茎 長 2 00cm 最 大 鴨 の 位 置 10 00cm
〃  (b) 37cm 〃  (b) 1 32cm 突  起 幅 割圭    5 55cm 央 起 部 脊 厚 0 77
〃  (C) 43cm 〃  (C) 1 37cm 副 万最 小 鴨 訂三    5 15cm 割 方 下 端 脊 厚 0 79cm
〃  (d) 41cln 1 38cm 割 万下端 幅 引三    6 25cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e 56cm 〃  (e) 1 51cm 最  大  幅 6 50cm 関  部  春  厚 0,90cm

特 徴 脊厚がやや薄め。突起の位置が低め。
遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 鋳掛けあり7割方～元部は緩やかなカーブを描く
日

者

月年
測
韻実
実

1994年 2月 25日
岩 永 省 三

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17.534 0 8825 2 1717

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(°/。 : Sb(%) IZn(DD■ 1)
74 2 9 45 0,14  1  0 37 0 045  1  0 051 0 13 0_30  1  <0_

鋳の蛍光X線

試 料 色  調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S その刊

アA27～ 29a 緑・青・茶 81   0 3   10  6 1  -―    ―― 12 18 09 0.2 08 00
イA27～ 29七 茶・青・緑 72  0,02 4 3  19 57  1 9  3_2   16   --   16  2 6  0   --   1 0  0 2   -

縁・言・泰 88   0 2  8.0  1 9   -―    一― 71   1 0   14   1 7  --  9 0  0 9   ∠ゝ   ―-   1 3  0 0   -
A27～ 29d 緑・青・泰 01 17 0 2   --  0 3 0 05 0,2  1 5

A列 26サ    十分 類 I   V 全 長 復  51 40cm 関 幅 5 18om

切 先 方 向 1   谷  奥    1色 詞 1 5GY 4/2 現  存  長 51 80cm 茎 下 端 幅 1 46cm

面 lAl尾  根   l  lBl  谷 剣  身  長 昆々   49_34cm 突 起 の 位 置 平  18 55cm
lAlあ  り  l lBlな  し 刃 部 長 ℃昆ヨ『  30.75cm 割方最小幅の位置 16 40cm

重量 (含浸前 ) 504 0g 車量 (含浸後 ) 492 0富 會U 方  長 平   7.15cm 割 方下 端 の位 置 平  11 49cn
A面蒼 中邑(a)1   1 43cm B面脊 幅●) 27cm 事 長 2 06cm 最 大 幅 の イア 漕 9 40cm
〃  (b) 1 45cm 突  起 5 80cln 突 起 部 脊 厚 0 85cm
〃  (C) 1 47cm 32cm 割万�克/1ヽ中邑 5 12cm 割 方 下 端 脊 厚 0 85cm
〃  (d) 49cm 〃  (d) 到 方下端 幅 6 41cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃   (e, 1        1 48cm 〃  (e) 37cm 最 大 幅 6 52cm 関  部  春  厚 0 99cm

特 徴
脊厚が厚め。剖方が長い。
茎が細め。A・ B面で突起の位置がズレる。

遺存状態   I 最 大幅部 端部 厚 0.14cm

関 端 部 厚 0 185cm

修理中の知見 部分的に錆による体積膨張が見られる。群青色の錆付着。
日
者
月年
測
測実
実

1993年 6月 8日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

18 992 0 8290 2 0770

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(っっm)
74 0 0 11   1   0 22   1  0 031 0 049  1  0 012  1    -― 915 1 0_082 1 <01

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(C/6)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag lu  もn デb 

「
e As Si AI  K Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 A列 25号 分 類 I   I-2-① 全 長 ヨ圭   50 80cm 関 幅 推   5_35cm
切 先 方 向 1   谷  ロ 色 調 1  5GY 6/2 現 存  長 50 55cm 事  下  端 1 55cm

面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 推  48 80cm 饗 記 の イす 署 平 17 475om

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 rt   31 30cm 到方最小幅の位置 15 60cm
重量 (含浸前 ) 4 重 到  万  長 平   6 10cm 到 方下端 の位 置 ヨ『    11 40cm
A面春 幅 (a) 14cm B面脊 幅 (a) 1.15cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 9 30cn
〃  (b) 18cm 〃  (b) 1.24cm 突 起 幅 lt    5,70cln 突 起 部 脊 厚 0 75cm
〃  (C) 〃  (C) 1 28cm 到 方最 小 幅 つ盈    5 05cm U゙方 下端脊 厚 0 81cm
〃  (d) 34cm ″  (d) 1.29cm 割 万下端 幅 封F    6 25cln 最 大 幅 部 脊 厚 0 85cm
〃  (e) 41cm 〃  (C) 1.39cm 最  大 幅 6 40cm 関  部  若  厚 0 93cm

特 徴
脊幅が細め。突起の位置が1虫め。
元部が短かめ。

遺存状態  H 最大幅部 鈴 部厚 0 12cm

関 端 部 厚 0.15cm

修理中の知見 元部の調整良好。剖方～元部は緩やかなカーブを描く
日

者

月年
測
預実
実

日
〓
一

月
省

年
永

・９
岩

鉛同位体比
206/204 207/206

17.619 0 8796 2 1676

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(°/0)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn ppm Ni(%)I Sb(%, IZn(っ っm)
83 3 8 75 7.75 0 14  1  0 60 012 1 0054 1  <1 015 1 048 1 <01

錆の蛍光X線

試  料 色 調 誤」冠 条 件 1(%) IRl定 条 件 2(° /。

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFI Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl
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銅 剣 番 号 A列 30号 分 類  I   I-1-① 全 長

“

圭   51.80cm 関 IE    4 60cm
切 先 方 向 谷  奥 色 詞 1  5G5/4 現  存  長 51 30cm 茎 下 端 幅 1 60cm

面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 tt   49,86cm 突 起 の 位 置 8 40cm
×印 ω  あ  り lBl な 刃 部 長 推  31 40cm 割方最小幅の位置 6 00clll

重量 (含浸前 ) 重量(含浸後) 429 0g 到 方 長 57()cm 制方下端の位置 2 70cm

A画脊 鴨 (a) 1 39cm B面脊 中邑(a) 1 28cm 墓 長 平   1.94cm 最 大 幅 の 位 置 0 70cn

1 38cm 〃  (b) 1 34cm 突  起  幅

“

圭    5,75cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 1 41cm 1_38cm 到 方最 小 幅 コ笠    5,05cm 割 方 下 端 脊 厚 0 83cm
〃  (d) 1 42cm 42cm 奮U方下峠 幅 Tt   6_10cm 最 大 幅 都 春 厚 0 86cm
〃  (e) 1 53cm 1 60cm 最 大  鴨 It    6 30cm 関 部 脊 厚 0 96cm

特 徴 全体に細めなつくり。脊厚が厚め。
遺存状態  H 最大幅部端 部厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 表面の調整良好。
日

者

月年
測
預実
実

1993年 4月 15日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 628 0 8809 2 1704

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/。 ) Ag(°/n〕 I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(0/。 ) Zn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl・  S その

飼 剣 署争号 I       Aア」29サ 分 類  I   III-1-② 全 長 tt   51 67cm 関

“

圭    5 30cm

切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1 5G6/4 現  存  長 50 40cm 茎 下 端 幅 tt    1 60cm
面 ω 尾  根 lBN 谷 剣  身  長

“

圭   49 60cm 奨 起 の 4立 直 18 60cm

×印 CO あ  り ⑧  な 河 部 長 Tt   31 00cm 到方最小幅の位置 16 60cm

重曇 (含浸前 ) 8_2宜 重呈 (含浸後 ) 402 0g 割  万  長 Tt    5 10cm 到万下端 の位 置 推  13 50cn
A面脊 甲邑(a) 42cm B面脊 幅 (a) 1 29cm 茎 長 2 07cm 最 大 幅 の 位 置 9 10cn
〃  (b) 44cm 〃  (b) 1 33cm 突 起  幅 推   6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 65cn
〃  (C) 44cm 〃  (C) 1 34cm 到 方最小 幅 推   5 40cn 到 方 下 端 春 厚 0 71cln

〃  (d) 51cn 〃  (d) 1 43cm 到 万 下端 ‖ 推   6 30cm 最 大 幅 部 春 厚 0 73cm
〃  (e, 58cm 1 53cm 最   大  幅 推   6 70cm 関 部 脊 厚 0 86cm

特 徴
脊厚が薄い。
今J方がやや短かい。全体に薄手なつくり。

遺存状態  H 最大幅部端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 23cm

修理中の知見 群青色の錆付着。
日

者

月年
測
実
実

1993年 7月 5日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17.594 0 8797 2 1696

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Aビ (%)I As(%)I Bi(%) Co(9`)I Fe(°/0)lh/1n(Ilom Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)
84 6 9 07 011 1 047 1 0.025 0093 1 019 1 <1 012 1 067 1 47

錆の蛍光X線

試  料 色  調
韻1た 条 件 1 (%) 淑J冠 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのィ

A27～ 291 緑・茶・白 82   0 1   15   1 9   -―    一― 66052116-78-― -1300-

銅 剣 碁 号 A列 28号 分 類 1-⑫ 全 長 推   51 22cm 関 コヒ    5 45cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 32cm 垂 下 端 幅 1 65cm

面 lAl 尾  根 ③ 谷 剣  身  長 4L   49,00cn 突 起 の 位 置 7 80cm

×印 rAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  31 20cm 到方最小幅の位置 推 5 50cm

重暑 (含浸前 ) 387 3質 重曇 (含浸後 ) 374 0g 到 方 長 推   5 70cm 今」方下端の位置 推 2 10cm

A面脊中昌(a) 36cm B而春幅(a) 40cm 茎 長 2 22cm 最 大 幅 の 位 置 1 20cm
″  (b) 40cm 45cm 突 起 幅 推   6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 74cm
〃  (C) 42cm 〃  (C) 46cm 到 方最 小 幅 引そ    5 35cln 奪U方 下 端 脊 厚 0 76cm
〃  (d) 46cm 〃  (d) 46cm ●

kl方
下端 幅 推   6 60cln 最 大 幅 部 春 厚 0 77cm

〃  (e) 59cm 58cm 最  大  幅 推   6 70cn 関 部 脊 厚 0 86cm

特 徴
脊厚が薄め。茎が長めで太し

匙面状の樋が明瞭。
遺存状態   Ш 城大 幅部端 郡厚 0 16cm

関 端 部 厚

修理中の知見 元部の調整良好。
日

者

月年
測
韻実
実

1993年 7月 1日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 623 0 8820 2 1754

定 量分 析
Cu(%: Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%) Zn(DOm

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(O/a) 測 定 条 件 2(° /6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A寅 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その犯
A27～ 29, 緑・言・茶 01 77 25 0 2  --  0 3 0 09 0 05 0 0
A27～ 29f 緑・青・茶 89  0 07 7 2  2 3  -―    ―― 75099220-9612--1300-
A27～ 29費 緑 。青・茶 85  0 1  8 0  4 6 67  0 0   13  4 1   --   10  2 0  0 6  0 2  0 9  0 0   -―
A27～ 29 録・青・示茶 | 76  0 02  21   1 8 63122213-74-03011700-
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銅 剣 番 号 A列 33号 分 類  I   I-1-① 今 長 lt   52 20cm 関 推   5 40cn
切 先 方 向 1   谷  口 色 調 1  56Y4/2 現 存 長 51 94cm ≧ 下 端 幅 1 64cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 It   50 15cm 突 起 の 位 置 8 80cm
×「Π 10 な  し lBl あ  り 刃 部 長 朝筆   31 40cln 割方最小幅の位置 推 7 00cm

重量 (含慢前 ) 426 4g 重量 (含浸後 ) 413 0富 割  方  長 平   5 80cln 到万 卜端 の位 置 半 3 00cm
A画脊 中邑(a) 1 35cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の 位 置 1 00cm
〃   (b)1       1 86cm 〃  (b) 1 33cm 央 起 嶋 推  5 80cn 突 起 部 看 厚 0 66cm
〃  (C) 1 44cm 〃  (C) 1 43cm 到 方最 小 幅 コ圭    5 00om 會U方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 1 455cm 〃  (d) 1 46cm 到 方下端 幅 6 25cm 最 大 鴨 部 青 厚 0 76om
〃  (e) 1 56cm 〃  (e) 1 61cm 最  大  幅 6 34cm 関 部 脊 厚 0 925on

特 徴 脊厚が薄い。茎がやや太め。鋳推‖)あ り。
遺存状態   H 最大 幅部端 部厚 0 145cm

関  端  部  厚 0 16cm

‖ケ理中の知見 茎下端はシャープに切断。元部に正円の鋳掛けあり。 日
者
月年
測
実
実

1994年 5月 11日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 584 0 8811

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(物6)I Fe(°/0)l�ln(DDm) Ni(%)I Sb(0/6) Zn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fo  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 A列 32号 分 類 I   I-2-① 令 長 倶   52 40cm 関 jL    5 30cna

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現 存 長 52 00cm 茎 下 端 幅 1 67cm
面 ω 尾  根 0 谷 負U 身  長 0見   50 01cm 突 起 の 位 置 平  18 75cn

① な  し lBl あ  り 刃 部 長 lt   31 20cm 到方最小幅の位置 16 00cm
言岳 イ合浮前 421 0g 重量 (含浸後 ) 10富 各U 方  長 司『     6 45cm 剖方下端の位置 辛  12 35cm
A画脊 中邑(a)1   1 34cm B面脊 幅 (al B4cm 事 長 2 39cm 掃 大 幅 の 作 署 10 00cm
〃   (b)1        1 34cm 31cm 突  起  鴨 lt    5 90cm 突 起 郡 春 厚 0 63cm
〃   (C) 1 39cm 〃  ( 38cm 奪U方最小 幅 5 14cm 到 方 下 端 春 厚 0 69cm
〃   (d)1        1 40cm 〃  (a) 考U方下端 幅 6 34cm 最大幅部脊厚 0 73cm
〃  (e) 1 48cm 〃  (e) 最  大  幅 6 41cm 関  部 脊  lTH 0 82cm

特 徴
杏厚が薄い。到方が長い。茎が大く長い。
B面元部に 3ケ所凸線でない横線あり。

遺存状態   H 最 大幅部 端部 厚 0 15cm

関 端 郡 厚 0 18cm

修理中の知見 下面 (山側面)に朱付着 ?脊部がやや反っている。
日

者

月年

測
実
実

日
子

月
ま

字
淳

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

18 087 0_8608 2 1413

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% A貿 (%)I As(%) %: Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(。 っm)
79 3 3 38 013 1 047 025 0076 1 022 1  <1 0 13   1  0 73  1    28

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S そのlL

銅 剣 碁 号 A夕 U31号 分 類 |   
―

令 長 推   52 30cm 関 幅

切 先 方 向 余   日 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 43cm 茎 下 端 幅 コ笠    1 60cm
面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 推   50 20cm 突 起 の 位 置 18 10cm
×印 lAl あ   り ①  な  し 刃 部 長 推  32 10cm 割万最小囁の 4立言

重量 (含浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 402 0富 今U 方  長 ll方下端の位置
A面春 幅偉) 42cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 事 長 2 10cn 最 大 鴨 の 位 置
〃  (b) 44cm 〃  (b) 1 46cm 突 起 幅 突 起 部 香 厚 0 77cm
〃  (C) 47cn 〃  (C) 42cm 到 方 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 49c祗 〃  (d) 文 49cm 割 方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 82cn
〃  (e) 52cm 〃  (e) 1 61cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 93om

特 徴
刃部が長め。
脊と翼の境に際取りが明瞭。

遺存状態  Ⅳ 最 大中昌詈巨端詈b厚

関 端 部 厚

修理中の知見 全体的に群青～濃緑色の靱性のある錆付着。刃部ほとんど欠損。 日
者
月年
測
実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206

17 193 0 8967

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
狽1冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A空 じu もn Pb re As Si  AI  K  Ca CI  S その■
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銅 剣 番 号 I   A列 34号    1分 類 |  ―― 全 長 引匿   51 50cln 関 幅

切 先 方 向 I   谷  奥    1色 調 1 5G5/4 現  T 長 49 60cm 茎 下 端 幅 推  1_60cln

面 lAl昆  根 lBl 谷 剣 身 長 ヨ臨   49 50cln 奪 記 の 締 署 雑  17.80cln
×
=日

lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 ヨ圭   31 70cm 到方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 360 6g 重量 (含浸後 ) 350 0g 到 方 長 到 方下端 の位 置

A面蒼 幅 (a)1   1 31cm B面者 幅 (a) 1.31cm 堅 長 推   2^00c n 最 大 V目 の 位 置

〃   (b)1       1 35cm 1.37cm 突 起 幅 突 起 部 蒼 厚 0,77cm

〃  (C) 42cH 1_40cm 到方最 小 幅 割 方 下 端 者 0 79cln

〃   (d)1       1 45cm 〃  (d) 割方下蛉 幅 最 大 IB部 蒼 涯 0 83cm

〃  (e) 1 53cm 1.51cm 最  大 関  部  春  厚 0 94cal

特 微 突起の位置がやや低め。
遺存状態  Ⅲ 最 大 幅部齢 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面の腐食者しい。群青色の鈴付着。
実測FF月 日
実 測 者

1993年 5月 14日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17.294 0.8919 2 1786

定量分析
Sn(O/6) Pb(O/6) Agr°/4〕 I As(%〕 I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(%)IMn(oっ m) Ni(°/0)I Sb(°/O)lZn(っ っm)

75 4 3 07 20.0 0 13  1  0 46 0033 1 - | ― 0.14  1  0.37  1   -―

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
測 冠 条 件 1 (%) 韻」 定 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その刹
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銅 剣 番 号 I   B列 3号 分 数  1   111-1-⑫ 全 長 fE   51 30cm 関 幅 5 38cm
切 上 方 向 1   谷  ロ 色 訓 1 5G5/2 況  石  長 50 35cm 茎 下 端 幅 と,49cm
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 tt   49 30cm 賓 起 の 位 置 18 05cm
×EΠ ①  な  し lBl あ  り 刃 部 長 lt   31 25cm 割方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 398 6富 重量 (含浸後〕 388 0g 到  万  長 半    4 70cm 到 万下端 の位 置 平  13 35cm
A面春 幅 (al 1   1 45cnl Ь向吾 甲昌(a) 48cm 茎 長 平   2.00cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cn
〃   (b)1       1 43cm 〃  (b) 50cm 突 起  幅 」t    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 91cm
〃 (C)1    1 41cm 〃  (C) 55cm 到方最小 幅 Ft    5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 94cm
(d)1       1 47cm 〃  (d) 考U方下端 幅 推  6 40cln 最 大 W邑 部 脊 厚 0 95cm

〃  (e) 1 57cm 〃  (e) 62cm 最  大  幅 6 71伽 関  部  脊  厚 0 92cm

特 徴 脊厚が厚い。到方が短かい。鋳基卜けあり。
遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0 18cm

関  端  部  厚 13cm

修理中の知見 茎部側面にしレ状突起あり (甲張りが残存 ?)。 鋳掛けあり。
日
者
月年
測
実
実

1993年 7月 14日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 732 0 8768 2 1653

定 量分 析
Cu(%, S■ (%) Pb(°/。 ) Ag(°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(0/6)I Fe(%)ほ vln(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
演J冠 条 件 1(%) 狽」 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S その¶

B3 緑 ・ 黍 71   8 9   17   1 8   --   0 1 50   15   24   1 5  --  6 3  -―    ―-  0 12

銅 剣 番 号 B列 2号 分 類 |   
―

全 長 朝4   50 90cm 関 幅 lt    5 30cm
切 上 方 向 谷   日 色 詞 1  5G5/4 現 長 50 00cn 芸 下 端 幅 1 56cm

画 lAl 尾   根 lBl 谷 長 推  48 67cm 袈 起 の 位 置 准  18 20cln
×印 lAl あ  り ①  な 刃 部  長 推  30 50cm 到万最小鴨の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含侵後)1   4020g 到  万  長 引ヒ    6 00cm 到 方下 端 の位 置 推  12 20cln
A面脊 幅 (a) 42cm B面脊 中邑(a) 1 42cm 茎 長 平   2 23cm 最 大 幅 の 位 置 8 90cm

49cm 〃  (b) 1 43cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 81cn
〃  (C) 45cm 〃  (C) 1 45cm 到 方最 小 幅 判方下端脊厚 0 89cm
〃  (d) 49cm 〃  (d) 1 50cm 割方下端幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 92cm
〃  (e) 62cm 〃  (e 1 63cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 1 00cm

特 徴
脊厚が厚い。
脊と異の境に際取りが明瞭。

遺存状態   Ⅳ 最大幅部 端部 厚 0 10cm

関 齢 部 厚 0 16cm

修理中の知見 元部の調整良好。 日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

日
者
月年
測
韻実
実

鉛同位休比
206/204           1           207/206 208/206

17 740            1            0 8763 2 1647

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%)I Ag(%)I As(%)I Bi(%) CO(O/。 )I Fe(°/6)l� ln(DOm N:(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
演」冠 条 件 1 (%) 測 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その41

B2 緑・泰・自 137 21  37 18 11 07 19284710-19-― -1200-

飼 剣 番 号 B列 1号 分 制    
―

全 長 推  51 86cm 関 幅 推   5 10cm
切 上 方 向 谷    日 色 調 1  5G5/2 現  存  長 50 76cm 茎 下 端 幅 1 56cm
面 lAl 尾   根 lBl 谷 剣  身  長 詢ヒ   49 90cm 突 起 の 4立 置 18 30cm
× 印 CO あ  り ①  な  し 刃 部  長 朝笠   31 60cm 到万最小幅の位 清 16 00cm

重量 (含浸前 ) 338 2FF 重量 (含浸後 ) 332 0質 刊 万  長 6 20cm 号U万下端 の位 置

A面春 幅 (a) 1 34cm B面春 幅伸) 35cm 茎 長 1 96cm 最 大 幅 の 位 置 8 30cm
〃  (b) 1 42cm 突 起  幅 IfE    5 40cnl 突 起 部 春 厚 0 74cm

1 53cm ′′  (C) |」方最 /1ヽ幅 推    4 65cm 到 方 下 端 春 厚 0 81cm

1 62cm 〃  (d) 45cm 到方下鈴 幅 推   5 55cm 最大幅部脊厚 0 85cln

〃  (e) 1 62cm 最  大  中昌 権   6 30cm 関  部  脊  厚 0 86cm

特 徴 ●l方が長め。 遺存状態  Ⅳ 最 大 幅部端 部厚 0 13cm

関  端  音Б  厚 0 13cm

修理中の知見 茎下端面は横長の指円形を呈する。片半身ほとんど欠損。
日

者

月年
測
実
実

1993年 7月 1日
吉 田   広

鉛同位休比
207/206

17 815 0 8737 2 1598

定 量分 析
Cll(%) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(° /O) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(0/a) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その■

Bl 茶・緑・白 23 10404125① 26003-01_300-
Bl 白色固形物|

35  2 0  3 1 12 5746441ユ ー 03-― -1800-
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銅 剣 番 号 B列 6号 分 類  I    II-1 全 長 稚  53_20cm 関 IE    5.20cm
切 上 方 向 谷    口 色 調 1   5BG 5/4 現  存  長 52 75cm 垂 下 端 幅 1 515cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝七   50 75cm 突 起 の 位 置 18 15cm

CO な  し ①  あ  り 刃 部 長 32 60cm 到方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 447 0富 重畳 (含浸後 ) 435 0質 判  方  長 5 15cm 今J方下端の位置 13 00cm

A面春 幅 (a) 1_375cm B面脊幅(al 29cm 茎 長 2 45cm 掃 大 幅 の イ亨 着 10 30cm

1 36cm 〃  (b) 1 335cm 突  起  幅 tr    5 85cm 突 起 部 春 厚 0 87cm
〃  (C) 1 38cm 〃  (C) 35cn 到方最 /j、幅 朝笠    5 15cm 到 方 下 端 春 厚 0 87cm
〃  (d) 1 44cm 1 875cm 套J方下端 幅 lt   6 35cm 最 大 幅 部 春 厚 0 91cm
〃  (e) 1 485cm 46cm 最  大  幅 推   6 70cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴
脊厚が厚い。
茎が長い。刃部が長し

遺存状態  Ⅲ 最 大幅音Б端音爵厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 やや長めの剣身。
実測年月日
実 測 者

1994年 5月 16日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 827 0 8728 2 1588

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/。)IMn(DOm) Ni(°/n)I Sb(O/n)IZn(ODm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
浪J冠 条 件 1 (%) 涙」 冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 B列 5号 分 類  I   III-1-ё 全 長 型昆   52 40cm 関 5 40cm

切 上 方 向 谷   奥 色 調 1  5G4/0 現  存  長 52 25cm 茎 下 端 幅 1 71cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ琵   50 45cm 突 起 の 位 置 18 90cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 η亘   31 50cm 到方最小幅の位悟 16 50cm

重量 (含浸前 ) 重暑恰 浸後 ) 406 0g 今H 方  長 半   5 4詭m 到 万下端 の 1立置 半   13 40cm
A面春 幅 (a) 1 30cm B面脊幅(→ 1 27c耐 茎 長 1 95cm 岳 大 幅 の 作 着 10 50cm

1 34cm 1 32cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 63cm

1 48cm ″  (C) 1 35cm 奪U方最小 幅 割 方 下 端 春 厚 0 72cm
〃  (d) 1 48cm ′, (d) 1 40cn 秀U方下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 77cm

1 70cm 1 61cm 最  大  鴨 6 65cm 関 部 脊 厚 0 88cm

特   徴 脊厚
が厚い。刃端部に面あり。
×印明瞭。鋳掛けの抜けた穴が見られる。

遺存状態  Ⅲ 最 大中昌音巨端音b厚 0 20cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 幅広な剣身。脊部に研磨痕。
実測年月日

実 測 者
1994年 5月 13日
佐 藤 綾 子

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 728 0 8758 2 1611

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っom) Ni(%)I Sb(%)IZn(Dつ m)

0 13  1  0 064 <1 0 15 <10

鈴の営光X線

試  料 色 調 浪」定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宝 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのlt

B5 緑・泰 。青 92   0 8  4 8  1 8   -―    ―― 80  0 9  5 2  1 6   --  9 1   -―    ――   ―-   1 5 0 02  -

銅 剣 番 号 B列 4号 分 類 I   I-2-① 今 長 推   50 85cm 関 幅 推 45cm

切 上 方 向 谷   日 色 調 1  5G5/4 現  再  長 50 80cm 垂 下 端 幅 695cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   48 20cm 突 起 の 位 置 45cm
fAl な  し ①  あ  り 刃  部  長 推  30 75cm 今J方最小幅の位置 50cm

重量 (含浸前 ) 472 6富 重量 (含浸後 ) 465 0質 到  方  長 6 35cm 告U方下端 の位 置

A面脊 幅 (a) 43cn B面春 幅 (a) 1 4Bcm 茎 長 2 65cm 最大幅の位置 8 60cn
〃  (b) 52cn 1 50cm 突  起  幅 権    6 20cm 突 起 郡 脊 厚 0 89cm

1 595cn 1 60cnl 今U方最 小 幅 推   5 10cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 975cm

62cm 〃  (d) と,695cm ●U方下端幅 推   6 50cnl 最 大 幅 部 春 厚 0 985cm
〃  (e) 1 725cm 〃  (e) 1 75cm 最  大  幅 推   6 60cm 関  部  脊  厚 1 12cm

特 徴
脊厚が厚く、A・ B面で脊のズレが著しい。鋳桂Wナ 3ケ
所あり。突起の位置が低め。●l方が長め。茎が長い。

遺存状態   II 最大幅部端部厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 今J方直上の刺状突起の張り出し大きし
日

者

月年
測
韻実
実

1994年 5月 10日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 704 0 8765 1629

定量分析
Cu(O/。 ) Sn(O/a) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%, I Fe(%, IMn(ppm Ni(%)I Sb(%, 乙n(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その41
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銅 剣 番 号 B列 9号 タテ 葵買 I       Vl 全 長 つ琵   50 55cm 関 幅 復   5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 40cm 薬 下 端 幅 70cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 Ю亘   48 95cm 賽 だこ の イ亨 漕 19 40cm
×E河 lAl あ  り rRl ′ 刃 部 長 復  29 50cm 郵方掃小幅 の柿 活 17 00cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 384 0g 到  方  長 5 45cm 割 方下 端 の位 置 13 95cm
A面脊 幅僻) 25cm Ь画脊

“

邑(a) 1 32cm 茎 長 1 60cln 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃  (b) 28cm 〃  (b) 1 39cm 突  起  幅 復   5 90cn 突 起 都 春 厚 0 70cm
〃  (C) 33cm 〃  (C) 1 43cm 到 方最 小 幅 イ疑   5 20cm 判方下端脊厚 0 75cm
〃  (d) 44cm 〃  (d) 1 46cm 割 万下端 鴨 優   6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 70cm 1 64cm 最  大  幅 つ豆    6 40cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴 脊厚が薄め。突起の位置が高い。鋳掛けあり。
刃部が短かい。全長がやや短かめ。

遺存状態  H 最大幅部 端部 厚 0 12cm

関 端 都 厚

修理中の知見 扁平で太短い茎部。元部に正円に近い鋳掛けあり。幅広な剣身。
日

者

月年
測
損実
実

1993年 7月 16日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 704 0 8770 2 1644

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/。 i Ag(°/0)I As(O/6)I Bi(O/n) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%) Sb(%) IZn(っっm)

6 72 013 1 054 1 0048 0061 1 0071 1 <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色  調
殺」冠 条 件 1(%: 誤J冠 条 件 2(ラ
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その41

B9 66   5 1   21   6 8  0 1   -― 50  7 1   27  5 8  0 0  6 8  0 8   -―    ―-  0 8  0 0   -―

銅 剣 番 号 I   B列 8号 分 類 I  Ⅳ 全 長 復  51 10cm 関 幅 4 91cm
切 先 方 向 1   谷  ロ 色 調 1  5G3/0 現  存  長 50 87cln 茎 下 端 幅 1 49cn
面 ω 尾  根 lBl  谷 食J 身  長 琵́   48 98cm 饗 /ttjの イア 音 15 95cm
×Eロ rAl な  し lBl な 刃 部  長 復  33 05cm 到万最小鴨の位置 14 00cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 485 0g 到  万  長 引F    5 20cm 到 方下端 の位 置 平  10 75cm
A面脊 幅僻: 1 33cn B面脊幅0 33cm 茎 長 2 12cln 最 大 幅 の 位 置 9 00cm
〃  (b) 38cm 〃  (b) 33cm 突  起  幅 5 49cm 突 起 部 脊 厚 0 96cm

38cm 〃  (C) 37cm 春」方最小 幅 ね琵    4 90cm 到 方 下 齢 春 厚 1 02cm
〃   (d)1        1 40om ″  (d) 39cm 今J方下端 幅 推  6 25cm 最 大 幅 部 脊 厚 1 00cm
〃   (e)1       1 53cm 〃   (e) 52cm 最  大  幅 6 28cm 関 部 脊 厚 1 08cm

特   徴 脊厚が厚
い。突起の位置が低い。

刃部が長い。
遺存状態   I 最 大 幅部端 部厚 0 1lcm

関  端  著Б  厚 0 08cm

修理中の知見 九みのある脊部。小振りの剣 (約 51cm)。 朱付着 ?
日

者

月年
測

実
実

1994年 5月 18日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 707 0 8771 2 1641

定量分析
Cu(0/6) Sn(%) Pb(%) A宜 (%)I As(°/。 ) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOml Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(0/。 ) 狽]冠 条 件 2(%)

じu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S その41
B8a 緑・茶・白 19   1 6  0 04 580734140037-― × 1000-
B8b 緑 11 12 002 - 44001107001110-01152-

銅 剣 番 号 B列 7号 分 類  I   I-1-① 今 侵 ℃昆   52 54cm 関 推    5 55cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G3/2 現  再  長 52 38cm 堅 下 端 幅 ℃琵    1 55cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ琵   50 30cm 突 起 の 位 置 8 20cm
×印 あ   り lBl な  し 刃 部 長 巧己   32 文Ocm 今J方最小幅の位置 5 80cm

重暑 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 386 0富 到  方  長 平   5 70cm 制方下端の位置 半 2 50cm
A El否甲昌(a) 23cm B面脊 幅 (a) 1 28cm 事 長 2 24cm 最 大 幅 の 位 置 0 00cln
〃  (b) 24cm 〃  (b) 1 33cm 突  起  幅 推   6 05cm 突 起 部 若 厚 0 76cm
〃  (C) 26cm 1 34cm 割 方最小 幅 推   5 30cm 今」方 下 端 春 厚 0 81cm
〃  (a) 27cm 〃  (d) ユi36cm 今U方下 端 幅 推    6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 81cm
〃  (e) 44cm 〃  (e) 1 14rocm 最  大  幅 推    6 50cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特 徴 刃部が長め。鋒付近の樋が凹面状で明瞭。長めの茎。
遺存状態   H 最大幅部 端 部厚 0 12cm

関  端  部  厚

修理中の知見 幅広な剣身。樋に匙面状の凹みあり。 日
者
月年
測
涙実
実

1993年 7月 2日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 775 0 8746 1608

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(O/a A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(И6)I Fe(協6)いほn(っっm Ni(%)I Sb(%) Zn(っっm)

7 06 0 47 <1

錆の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その1

B7 緑
・
茶 86   0 6   10   2 6  0 03  -― 47  00  30  22  ×  50 06 16 00 06 00  -
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銅 貪|1番 号 B列 12号 分 類  I   I-1-② 令 長 復  51 10cn 関 噺目 1         5 50cm

切 先 方 向 1   谷  ロ 色 調 1  5G4/0 現  存  長 50 90cm 秦 下 端 幅 1  1 53cm
面 rAl 尾  根 (Bl  谷 剣  身  長 復  49,41cn 饗 だ已 の イ立 置 1  18 10cn

lAl な  し 0 あ  り 刃 部 長 復  31 30cm 割万最小幅の位置 1    16 00cn
重量 (含浸前 ) 336 4寅 重量 (含浸後 ) 332 0窟 割  方  長 5 90cm 割 方下端 の位 置 1    12 20cm
A面春 幅 (al 1 42cm B面春 幅 (→ 事 長 1 69cm 最 大 幅 の 位 置 1   10 30cm
〃  (b) 1 45cm 突   起   叩邑 tt    6 10cm 突 起  部  卑単 ,E言 1        0 68cm
〃  (C) 1 51cm 〃  (C) 到 方最小 幅 推   5 30cln 到方下端脊厚 1   0 71cln
〃  (d) 1 53cm 〃  (d) 到方下端 幅 6 38cm 娠克大 中邑旨焉旱手

'旱

 1         0 74cn

1 58cm 最 大 幅 6 70cm 関  部  春  厚 1    0 87cn

特   徴 脊厚
が薄め。茎が短かめ。
A面関部にキズあり。

遺存状態  Ⅳ 最 大幅部端 部 厚 1    0 16cn
関  端  部  厚 1    0 17cn

修理中の知見 表面の調整良好。幅広な剣身。研磨痕。 嚢
測
衝
月
暑1怪
鋸
轟
8晟Ю
旱

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 727 0 8775 2 1665

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/0)I Bi(%) Co(身6)I Fe(´6)IMn(ppm) Ni(%, Sb(%, IZn(っつm

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /O)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A冥 Cu  Sn Pb Fe As  Si  AI K Ca CI  S そのlll

銅 剣 番 号 B列 11号 分 類 I   I-2( 令 長 η豆   50 90cm 関 幅 ヨ圭    5 00cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 5/2 現  存  長 50 70cm 率 下 端 幅 引圭    1 60cm

面 ω 尾  根 ①   谷 剣  身  長 復   48 70cm 賽 だこ の イア 言 平  17絲 cm
lAN な  し lBl あ  り 刃 部 長 ℃見   30 90cm 割万最小鴨の位置 15 80cm

重量 (含浸前 ) 重景 (含浸後 ) 428 0富 今U 方  長 平    6 05cm 到 方下端 の位 置 平  11 85cm
A面春 幅 (a)1   1 37cm B面春 幅伸) 34cm 茎 長 朝笠    2 20cm 最 大 幅 の 位 置 8 70cm

(b)1       1 42cm 〃  (b) 1.41cm 空  起  幅 復    5 50cm 突 起 部 春 厚 0 81cm

1 43cm 〃  (C) 1 46cm 割方 i寛/1ヽ中邑 昆々    4 80cm 到 方下端脊厚 0 86cm
〃  (d) 1 49cm 〃  (d) 1 49cm 考U方下 端幅 ℃更    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
″  (e) 1 63cm 〃  (e) 1_60cm 最  大  幅 Ю見    6 40cm 関  部  脊  厚 0 95cm

特   徴 脊厚
が厚め。

元部に鋳雑Hナ または穿孔と思われる双孔あり。
遺存状態  ェコ 最 大幅部 端部 厚 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 朱付着 ?表面に白色の錆付着。
日
者
月年
測
実
実

19934i8月 3日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 651 D88()2 2

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(O/n)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn b Fe Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

鋼 剣 番 号 B列 10号 分 類 I   I-2-③ 全 長 推  51 10cm 関 幅 14    5 20cm

切 上 方 向 谷    日 色 言周 1  5C5/4 現  存  長 50 70cm 茎 下 端 幅 】4    1 50cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 J4   49 20cm 突 起 の 4立 直 室圭   17 60cm
× 印 lAl あ   り lBl な  し 河 部 長 推   31 60cm ヨ方掃小鳴の位置 朝奎   15 50cm

重量 (含浸前 ) 363 3富 重量 (含浸後 ) 352 0富 到  方  長 推    5 60cm 奪U方下端 の位 置

“

圭   12 00cm

A面春 幅 (a) 1 42cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 茎 長 推   1 90cm 最 大 幅 の 位 置 It    9 00cm

1 37cln ″  (b) 1 39cm 突 起 幅 推    5 70cm 突 起 部 春 厚 0 81cm

1 38cm 寄J方最 小 幅 lt    4 90cm 到 方 下 端 脊 厚 0 81cn

1 48cm 1 43cm 割 万下 端鴨 権   6 20cm 最大幅部脊厚 0 83cm

〃  (e) 1 48cm 〃  (e) 1 51cm 最  大 幅 推    6 40cm 関 部 脊 厚 0 93cm

特 徴 突起の位置がやや低め。
遺存状態  皿 最大幅部 端部 厚 0 14cm

関  端 部  厚 0 13cn

修理中の知見 元部の調整良好。
日

者

月年
測
涙実
実

1993年 7月 27日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 624 0 8798 2 1665

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/。 ) Ag(°/6)I As(°/0)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)山 In(っっm Ni(%) I Sb(° /。 ) IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%|
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのlt



図版 51銅剣 (B10・ B ll・ B12)

［
一∞

　

０

Ｉ

Ｉ

六

Ψ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

六

Ψ

１

１

，

―

―
Ｉ
Ａ
Ｖ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ａ
υ

ｌ
ヽ

　
―

ｌ
ｉ
ハ
Ｖ
Ｉ
Ｉ

　

　

Ｉ

Ａ

拭

――

ｌｆ

Ｖ

　

　

　

Ｉ

！
―

人
ω

Ｙ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

人
い

Ｗ
Ｉ

↓

―

１
１
〔
∇
Ｈ
＝
　
　
―

Ａ
Ａ
Ｕ
＝
ｖ
　

　

　

ｌ

〇一∞　　　　　〈〔日）

―
人
ω
Ｙ
ｌ

　
　
ｌ

ｎ

ハ

ｗ

ｖ

　

　

　

ｌ

ｎ

ｌｌ

Ｖ

ｗ

　

　

　

ｌ



鰤 U巻 サ I   B列 15サ    十分 類 |  
―

全 長 推  51 30cm 関 幅 推   6 00cm
切 先 方 向 1   谷  奥    1色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 80cm 茎 下 端 幅 推   170伽
面 lAl尾  根   l  lBl  谷 剣  身  長 推  49,48cn 突 起 の 位 置 推  1810伽
×印 ω あ  り  l lBlな  し 刃 部 長 I三   31 30cm 到方最小幅の位置

章昌 (含浸前 ) 299 7g 重量 (含浸後 ) 293 0質 制  方  長 到 方下端 の位 置

A面脊 中邑(a) 44cm B面脊 幅 (a) 事 長 平   1 87cm 最大幅の位置
〃  (b) 49cm 〃  (b) 48cm 多〔  えE  叩昌 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 50cm 到方最 /」 中ヽ昌 到 方 下 端 脊 厚 0 72cm

56cm 〃  (d) 57cm 到方下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
63cm 〃  (e) 65cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 92cn

特   徴 脊厚が薄め。 遺存状態  Ⅳ 最 大 幅部端 部厚

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 元部は粉状に腐食。扁平な脊部。太短い茎部。
実測年月日
実 測 者

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位体比
207/206 208/206

17 627 0 8309 2 1704

定 量分 析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(u/。)IMn(DDm) Ni(9舌 )I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その礼

銅 剣 番 号 B列 14号 分 類  I   I-1-⑥ 今 長 つ豆   51 80cm 関 幅 5 10clr

切 先 方 向 谷    口 角 調 1  56Y5/0 期 存  長 51 50cm ≡ 下 端 幅 1 47cm

面 ω 尾  根 0  谷 剣  身  長 つ琵   50 05cm 突 起 の 位 置 平   1815伽
×ヒΠ 釣 な  し lBl あ  り 刃 部 長 tt   31 90cm 今」方最小幅の位置 16 25cm

重量 (含浸雨) 403 7g 重量 (含浸後 ) 390 0R 考U方 長 rt    5 40om 今J方下 端 の位 署 12 75cm
A面脊 幅 (a) 35cm B面春 幅 0) 1 46cm 事 長 1 75cm 最 大 幅 の 作 着 10 25cm
〃  (b) 41cm 〃  (b) 48cm 突 起 幅 」FL    5 45om 突 起 部 否 厚 0 82cm
〃  (C) 42cm (C) 1 51cm 今U亥アJ支 /」 中ヽ邑 推   5 00cm 書U方 下 端 春 厚 0 859cm

41cm 〃  (d) 1 53cm 奪U方下端 幅 6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 55cm 〃  (e) 1 61cm 最 大  幅 6 41cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴 茎がやや短かめで、湯日の切断痕と思われるあとが残る。遺存状態  III 最大 鴨部 端部 厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 元部の調整良好。研磨痕。
日

者

月年
測
預実
実

1994年 5月 19日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 642 0 8801 2 1703

定量分析
Cu(%) Sn(0/a) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (0/。 ) 預」 定 条 件 2(%
Cu Sn Pb Fe Sb Aロ Cu  Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その範

銅 剣 番 号 B列 13号    十分 類 I   Ⅳ 仝 長 コヒ   50 35cm 関 幅 つ豆    5 05cm
切 先 方 向 谷  奥     1色 詞 1  5GY 3/0 現  存  長 49 95cm 茎 下 端 幅 1 34cm

面 ω 尾  根   l   ①   谷 貪U 身 長 権   48 03cm 突 起 の 位 置 平   16 05cm
CO あ  り lBl を 刃  部  長 推  32 00cm 到方最小幅の位置 14 30cm

重量 (含浸前〕 重量 (含浸後 ) 379 0富 到  方  長 tt    5 45cm 到 方下端 の位 置 推平 10 60cm
A向脊 中昌(a) 1 34cm B面脊 幅曾) 28cm 茎 長 2 32cm 最 大 幅 の イア 音 9 00cm

1 32cm 〃  (b) 32cm 突  起  幅 5 14cm 突 起 部 脊 厚 0 88cm
〃   (C) 1 41cm 28cn 今J方最小幅 巧昆    4 60cm 劇 方 下 端 脊 厚 0 92cm
〃  (d) 1 41cm 32cm 割方下 端 幅 推    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 93cn

1.50cm 50cm 最  大  幅 Ю毘    6 10cm 関 部 春 厚 1 02cm

特   徴 脊厚
が厚い。茎が長め。突起の位置が低い

剣身が細く、全長も短かめ。
遺存状態  Ⅲ 最大幅部端部厚 0 13cm

関  端  部  厚 0 16cm

修理中の知見 全体的に暗灰色を呈する。全体に粉状で軟らかし
日

者

月年
測

浪実
実

1998年 8月 18日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 701 0 8789 2 1689

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

011 1 056 1 0036 10 (1

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その4
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銅 剣 孝降号 B列 18号 分 類 |   
―

令 長 富上   52 00om 関 幅

切 先 方 向 谷 日 色 調 1  5C5/6 現 市  長 51 40cm 堅 下 端 幅 推   1 70cln
面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長

“

三   50 20cm 突 起 の 位 置 推 9 10cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  31 10cm 到方最小幅の位置 推 7 20cm

重量 (含浸前 ) 339 4g 重量 (含浸後 ) 330 0富 到  方  長 到方下 端 の位 置 推 3 80cm
A向脊 甲昌(a) 32cm B面脊 幅 (→ 1 35cm 茎 長 平   1 80cm 最 大 幅 の イア 憎 推 0 50cm
〃  (b) 35cm 〃  (b) 1 34cn 突 起 幅 矢 起 部 脊 厚 0 60cm
〃  (C) 36cm 1 42cm 割 万最 /1ヽ中昌 割 方 下 端 脊 厚 0 64cm
〃  (d) 48cm 〃  (d) 1 48cm 考U方下端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 65cm

63cm 〃  (e) 1 62cm 最 大 幅 関  部  春   厚 0 83cm

特 徴
杏厚が薄い。突起の位置が高め。
脊の先端樋が明瞭。樋の先端に刻線あり。

遺存状態  Ⅲ 最大鴨部 端部 厚 0 16cm

関 端 部 厚

修理中の知見 切先断面に鉱物質の結晶あり。 実測年月日
実 損J 者

1993年 9月 10日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206

17 635            1            0 8785

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(% A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(O/6) Zn(DOm

錆の蛍光X線

試  料 色  調
韻1定 条 件 1(%) 預」 卜疋 条 件 2 (ラκ

Cu  Sn )b Fe Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その4

銅 父U沓 サ B列 17号    十分 類 I  I-1-① 令 長 推  50 70cm 幅 5 25cm

切 先 方 向 谷   奥      1色 調 1  56Y4/0 現` 存  長 50 60cm 茎 下 端 幅 1 59cm
面 lAl尾  根 lf 谷 負U 身  長 割監   48 85cm 突 起 の 位 置 17 90cm
×印 ω 不  明  l lBlな  し 刃 部  長 朝と   30 95cm 到方最小幅の位置 15 60cm

重景 (含浸前 ) 重量 (含侵後 ) 500 0富 到  方  長 平    5 49cm 到 万 卜端 の 1立置 半  1241伽
A画脊 叩邑(a) 1 405cm B面香 幅骨) 1 375cm 茎 長 1 85cm 最 大 幅 の イす 者 10 50cm
〃  (b) 1 44cm 41cn 突 起 幅 推    5,85cm 突 起 郡 脊 厚 0 83cm
〃  (C) 1 48cm 〃  (C) 42cm 到 万最小 幅 ℃豆    5.20cm 到 方 下 端 脊 厚 0_91cm

1_485cm 48cm 到 方下端 幅 6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0_89cm
〃  (e) 1 52cm 〃  (e) 60cm 最  大  幅 6 555cm 関 部 脊 厚 1.00cm

特 徴
脊厚がやや厚い。
やや幅広な剣身。

遺存状態   I 最 大 幅部 端 部厚 0.1lcm

関 端 部 厚 0 125cm

修理中の知見 残存状態良好。研磨痕。コブ錆付着。 実測年月日
実 測 者

1994年 5月 18日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206 208/206

17 317 0 8944 2 1882

定量分析
Cu(%) Sn(0/。 ) Pb(%) A買 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DDml Ni(°/。 )I Sb(O/。 )IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件  2  (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その拠

銅 剣 番 号 B夕」16号 分 類 |   
―

全 長 朝竺   51 45cm 関 幅 推   5 40cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/4 羽.存  長 50 51cm 茎 下 端 幅 1 52cm

面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 rE   49 60cm 突 起 の 位 置 18 30cm
×印 lAl な (B)  

一
刃 部 長 引室   31 30cm 割方最小幅の位置 tt   16 20cm

重量 (含浸前) 307 8g 重量 (含浸後 ) 297 0富 割  チア 長 朝筆    5 60cm 到 方下 端 の位 置 コヒ   12 70cm
A面脊幅la) 46cm B面脊 幅 (a) 39cm ≧ 長 推   1 85cln 最 大 幅 の 1す 漕

〃  (b) 43cm 〃  (b) 39cm 突 起  幅 推  5 50cm 矢 起 部 脊 厚 0_64cm
〃  (C) 〃  (C) 48cm 到 万最 /1ヽ甲昌 謝臨    5 10cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 65cm
″  (d) 50cm ) 53cm 到 方下端 幅 謝圭    6 20om 最 大 幅 部 脊 厚 0.66cm

) 64cm 〃  (e) 65cm 最 大 幅 関  著Б 脊  厚 0 80cm

特 徴 脊厚が薄い。
遺存状態  Ⅳ 最大幅部 端部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 元部は粉状に腐食。樋に匙面状の凹みあり。 実測年月日

実 預1 者
1998年 9月 7日
吉 田   広

鉛同位体比
207/206

17 626 0 8806 2 1714

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/0)I As(%)I Bi(O/a) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
IRl冠 条 件 1 (%) 定 条 件 2 (%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl
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鋼 父晴琴 号 B列 21号 分 類 I 12⑥ 今 長 穆記   50 85cm 関 幅 割圭    5 50cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  565/2 現 存 長 50 63cm 茎 下 端 幅 1 69cn
面 ① 尾  根 lBl  谷 余U 身  長 ℃見   49 10cm 突 起 の イ立 替 半 17 40cn
× 印 ① な  し lBl あ  り 刃 部 長 琵々   31 75cm 割万最小鴨の位置 15 80cm

重量 (含浸前 ) 璽量 (含浸後 ) 370 0富 なU 方 長 平    5 60cm 割 万下 端 の位 置 11 80cm
A面 脊 幅 (a) 1 42cm B面脊 幅僻) 茎 長 1 75cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm

1 46cn 43cm 多こ  え三  申邑 推    5 85cm 突 起 部 春 厚 0 68cm
〃  (C) 1 51cn (C 到 方最 小 幅 推   4 80cm 剖方下端脊厚 0 70cm

1 53cm 〃  (d) 59cm 参U方下端 幅 朝笠    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 72cm
〃  (e) 64cm 〃  (e) 67cm 最  大  幅 rr    6.50cm 関 部 呑 厚 0 81cm

特   徴 全体的に薄
い。茎が短かめ。元部の型ズレロ立つ。

突起の位置が低めで、A・ B面がズレる。
遺存状態   II 最 大 幅部 端 部厚 0

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 扁平な脊部。粒状の硬い錆が付着。 日
者

月年
測
実
実

1993年 4月 1日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 752 0 8747 2 1623

定量分析
Cu(%) Sn(°/6) Pb(%) A質 (%)I As(%)I B %) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll

銅 剣 瑠3号 B列20号 分 類 I   I-2 全 長 昆々   51 40cm 関      幅 1 推   5 60clll
切 上 方 向 谷    回 色 詞 1  5GY 4/4 現 π 長 51 20cm ≧   卜  】桁  甲邑 1         1 48cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ℃見   49 15cm 賀 起 の 位 置 1  17 60cm

lAl な lBl あ  り 刃 部  長 復  31 60cm ,J方最小鴨の位置 1    15 30cm
重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 480 0富 到  方  長 半   5 60cm ●U方下端の位置 1 平  12 00cm
A面春 幅 (al 23cm B面脊 幅 (a) 1 33cm 茎 長 2 25cm 最 大 幅 の 位 置 1   980帥
〃  (b) 〃  (b) 1 38cm 突  起  幅 tt    6 10cm 央 起 部 冷 厚 1   0 85cnl

35cm ) 1 42cm 今U方最小 幅 昆々    5 30cm 到 万 ド瑞 脊 厚 1   0 91cm
40cn 〃  (d) 1 45cm 今U方下端 幅 復  6 10cnl 最 大 幅 部 脊 厚

〃  (e) 〃  (e) 1 46cm 最  大  幅 ℃昆    6 65cm 関 部 脊 厚 1 00cm

特   徴 脊厚
が厚い。茎がやや長く細い。

型ズレが者しい。突起の位置がやや低め。
遺存状態   H 最大幅部端部厚 1    0 17cn

関 端 部 厚
修理中の知見 茎下端に鉄錆が付着。粒状の硬い錆が付着。 日

久
月
昭

年
中

‐９

田

日

者

月年
測
損実
実

鉛同位体比
206/204 207/206 208/20FI

17 740 0 8760 2

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%) Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 預J冠 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その4f

銅 剣 番 号 B列 19号 分 類 |    
―

今 長 推  52 30cm 関 幅

切先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/2 現 存 長 51 47cm 茎 下 端 幅 推 60cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 負U 身 長 tt   50 70cm 突 起 の 4立 音 17 70cm
×E日 lAN な  し lBl あ  り 刃 部 長 tt   33 00cm 育1方量小幅の位置 推  16 00cm

重量恰 浸前 ) 4 7質 重量 (含浸後 ) 402 0富 ;U 方 長 割 万下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 33cm B画脊 幅伸) 32cm 茎 長 推    1 60cm 最 大 幅 の 位 置 推  ■ 20cm
〃  (b) 32cm 〃  (b) 32cm 突 起 幅 突 起 部 春 厚 0 77
〃  ( 41cm 〃  (C) 到 万長 /1ヽ中昌 割 方 下 端 春 厚 0 83cm
〃  (d) 42cm 〃  (d) 43cn 割 方下端 幅 最大幅部脊厚 0 85cn

46cm 〃  (e) 64cn 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 90om

特   徴 突起
の位置がやや低め。茎が短かし

刃言卜が長い。
遺存状態  Ⅲ 最大 幅部端 郡厚 0 10cm

関  端  著Б  厚

修理中の知見 茎部側面にヒレ状突起あり (甲 張 り残存 ?)
日

者

月年
測
実
実

1994年 5月 23日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 740 0 8762

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(°/a)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
潰J冠 条 件 1(%) 波l厄 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A留 Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのFH
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銅 剣I碁 号 B列24号 分 類 令 長 わ甦   52 00cm 関 幅 5 30cm

切 先 方 向 谷   日 色 調 1  5GY 4/0 現 存 長 51 40cln 事 下 端 幅 1 83cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 負U 身  長 つ見   50 20cm 窄 記 の 作 音 平  18.775cm

lAl あ  り tBl な  し 刃 部  長 推 平 31 425cln 劃方最小幅の位置 16 20cm

重量 (含浸前 ) 420 5質 重量 (含浸後〕 1 0Fr 判  方  長 ]ゑ   6 275cm 到 方下端 の位 置 12 50cm

A面脊幅(a) 1 36cm B面脊 嶋停) 37cm 茎 長 1 80clm 最 大 幅 の 位 置 107()cm

〃  (b) 1 41cm 〃  (b) 44cm 突 起 幅 5 80cm 突 起 部 脊 厚 0.692cm
〃  (C) 1 49cm 〃  (C) 51cm 到方最 小 幅 推   5 30cln 割 方 下 端 脊 厚 0.765cm
〃  ld) 1 52cm 53cm 到方下端 幅 6 60cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 79cm

1 72cm 69cm 最 大  幅 6 60cm 関 部 脊 厚 0 92cln

特   徴 脊厚
が全体にやや薄い。割方が長め。

茎が大め。
遺存状態  H 0 15clt

関 端 部 厚 0 195cm

修理中の知見 研磨痕。メタル残存量多い。茎下端面シャープ。
日
者
月年
測
測実
実

日
子

２４

り

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206

18 030 0 8631 2 1424

定量分析
Cu(%) Sn(°/0) Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Bi(%) CO(°/6)I Fe(9/0)th/1n(っ っm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

13  1  0_41 0_093 1 0.16 1 <1 0.17 <10

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S そら

銅 剣 番 号 B列23号 全 長 FL   51 50cln 関 幅 ヨ圭    5 20cm

切 先 万 向 谷   興 色 調 1 5G5/4 現  π  長 51 00cm 茎 下 端 鴨 推 45cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   49 20cm 突 起 の 位 置 4   18 20cln
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 詢ヒ   31 00cm 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前〕 重暑 (含浸後〕 425ヽ 0宜 41j 方 長 引圭    5.20cm 到 方下 端 の位 置 13 00om

A面春 W晶 (a) 推 1 B雇可旱畢甲昌(a) 推 32cm 茎 長 23()cm 最 大 1邑 の 位 置 10 00cm

1 43cm 〃  (b) 34cm 多〔  え三  中邑 突 起 部 青 厚 0 84cm
〃  (C) 1_38cln ″  (C) 35cm 割方最 小 幅 割 方 下 端 脊 厚 0 865cm
〃  ld) 1,40cm 1 425cm 割方下 端幅 最 大 幅 郡 春 厚 0 88cm

1 53cm 44cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 15cm

特   徴 脊の先端部、際取り著しし
遺存状態  Ⅳ

最 大幅部齢 部 厚

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 脊部分に袋状の小さい穴 (巣 ?)
日
者
月年
測
韻実
実

1994年 5月 20日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17.502 0 8852

定量分析
Cu(%) Sn(9/O) Pb(%) A営 (%)I As(°/O)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IM■ (っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(° /0)

Cl】  Sn  Ph  Ftt  Sh  Ao Cll Sn Ph Fe As  tt  AI  K  Ca CI  S その¶

銅 剣 番 号 B列22号 分 類  I   I-2-の 令 長 推  51 80cm 関 幅 ヨと    5 60cm
切 キ 方 向 谷   ロ 俸J調 1  5CY 4/4 舅.存  長 51 40cm 茎 下 端 幅 割圭    1_80cm

画 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長 推  50 02cm 窄 tBの イ立 漕 10cm

lAl あ   り lBl な  し 刃  部  長 推   31 90cn
=J方
最小幅の位置 16.00cm

重量 (含浸前 ) 重量 含浸後 ) 424 0富 到  方  長 推  6 60cm 割 方下端 の位 置 引4   11.50cm

A面脊 幅 (a) 1 46cm B面脊 幅 (al 1 50cln 茎 長 1 78cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm
〃  (b) 45cal 1 51cn 突  起  幅 コ圭    5 70cm 突 起 部 春 厚 0 79cm

1 50cm 1 54cm 号Uフテ奮鷲/1ヽ中昌 つ見    5 30cm rll万 下端青 厚 0.80cm

1 51cm 〃  (d) 1 55cm 割 方下 端 幅 rt    6 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 0_80cm
〃  (e) 1 65cm 1 67cm 最 大  幅 6 50cm 関 郡 脊 厚 0.93cm

特 徴
刃部やや長め。やや幅広な剣身。
到方が長い。樋に匙面状に凹みあり。

遺存状態  Iコ
最 大幅部 端部 厚 0 16cm

聞 端 都 厚

修理中の知見 元部の調整良好であるが、鋳型のズレの痕跡が残る。大短い基。
実測年月日
実 測 者

1993年 11月 17日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204           1           207/206

17 644            1            0 8838 2 1808

定量分析
Cu(O/a) Sn(%) Ph(O/6)I Ao(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fo(°/6)IⅣ In(。。m)I Ni(°/6) I Sb(%)IZn(OD■ 1)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(°/0) 測 定 条 件 2(u/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その
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飼 剣 番 号 B列27号 分 劉     
―

令 長 tt   50 40cm 関 幅 推   4,95cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1   5G5/4 現  存  長 49 86cm 茎 下 端 幅 1 56cm
面 lAl尾  根 lBj  谷 寅U 身 長 推  48 70cln 突 起 の 位 置 17 10cm
×E日 fAl あ  り lBl な  し 刃 部  長

“

4   31 60cm 割方最小幅の位置 推  14 80cm
重量 (含浸前 ) 378 5富 重岳 浸後 ) 367.0富 到  方  長 It    5_80cm 割I万下 端 の作 活 tt   l1 30cm
A面脊 幅 (a) 88cm B面脊 幅●) 31cm 茎 長 1 70cm 最 大 幅 の 位 置 ヨ圭    9_80cm

36cm ″  (b) 35cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0.78cm
〃  (C) 〃  (C) 40om 到 方最 小幅 割 方 下 端 春 厚 0 83cm
〃  (d) ″  (d) 42cm 割 方下 端 幅 最 大 幅部脊厚 0 83cm
〃  (e) 48cm 〃  (e) 49cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 01cm

特   徴 突起
の位置が低め。茎が短かめ。A・ B面 とも樋先端で,

脊幅の広がりが著しい。
遺存状態  Ⅳ 最大 幅郡端 部厚 0.1lcm

関  端  部  厚 0 15cm

修理中の知見 茎下端面に不定形の凹みあり。
日

者

月年
測
実
実

1993年 4月 7日
苦 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

0 8879 2

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co Fe(%)IMn(DOm Ni(O/6) Sb(%) IZn(っっm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 1 (%: 測 冠 条 件 2( )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 B列 26号 分 類  I   I-1-① 全 長 復  51 30om 関 幅 tt    5 25cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1  5CY 5/2 甥 長 50,94cm 茎 下 端 幅 1_63cm
面 lAl 尾  根 CBl  谷 負U 長 つ豆   49.55cm 突 起 の 位 置 18_90cm
×E日 ①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 わ乏   30 70cm al万最小暇の位置 ℃見   16.25cm

重量 (含浸前 ) 重量(含浸後) 331.0富 奪U方 長 6.00cm 割 万下端 の位 置 12 85cm
A面 脊 幅 (a) わ砥1 30cm B面脊 幅 (a) 1.28cm 事 長 1,75cm 最 大 幅 の 位 置 10 85cm

1 33cm 〃  (b) わ己1 34cm う鷺  えこ  甲呂 突 起 訃 有 厚 0 64cm
〃  (C) 1 39cm 〃  (C) 1 37cm 到 方最 小 幅

“

そ    4 80cm 到 方 下 端 春 厚 0.66cm
〃  (d) 1 41cm 〃  (d) 1 42cln 割 方下端 幅 復  5 90cln 最大幅部脊厚 0_68cm
〃  (e) 1_54cm 1.68cm 最  大  幅 6 28cm 関 部 脊 厚 0.82cm

特 徴
脊厚が薄い。
茎が短かめ。鋳甚ド,あ り。

遺存状態  Ⅲ 最大 幅部 端部 厚 0 19cm

関 端 部 厚 0 22cm

修理中の知見 やや扁平な茎部。鋒部に巣あり。元部の調整良好。 日
者
月年
測
損実
実

1993年 4月 5日
吉 田  広

鉛同位体比
ゼ06/204           1           207/206 208/206
17 716            1            o_8768 2_1640

定 量分 析
Cu(%) Sn(°/0) Pb(% IA質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
嶺」定 条 件 1(°/。 ) 浪」 冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その41

銅 剣 番 号 I   BJl125号 分 類 I   I-2-① 全 長 復  51 45cm 関 幅 朝監    5.50cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1   5G4/0 現 幕  長 51 20cm ≡ 下 端 幅 コヒ    1 60om
面 lAl尾  根 lBl  谷 員U 身  長 つ豆   49,53cm 突 起 の 位 置 ヨ『    18 00cln
× 印 lAl あ  り fBl を 刈 部 長 つ琵F「 31.50cm 創万最小鴨の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 420 1富 重量 (含浸後 ) 407 0g 到  万  長 司Z    6 10cm 割 万 ド端 の位 置 平  ■ 90cm
A面脊 幅 (a) 1 44cm B画脊 甲昌(a) 1 38cm 茎 長 1 92cm 最 大 幅 の 位 置 11.00cm

1 42cm 〃  (b) 1 41cm 突 起  鴨 Jと    5 71cm 突 起 部 脊 厚 0 67cm
1.49cm 〃  (C) 1_50cm 割 万最 小鴨 ℃己    5 25cm 到 方 下 端 脊 厚 0 73cm

〃  (d) 1 46cm 〃  (d) 1_50cm 割 方 下端 幅 司Z    6_42cm 最 大 鴨 部 看 厚 0 73cm
〃  (e) 1 56cm 〃  (e) 1 60cm 最  大 幅 6.50cm 関 部 脊 厚 0 87cm

特 徴
脊厚が薄い。鋳型のズレが著しい。
全体に鏑が不明瞭で突起も未完成。

遺存状態   I 最大幅 部端 部厚 0 16cm

関  端  言b 厚 0_19cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。全面に朱が付着。刃部の研ぎ出し未調整、粗い研磨痕。
日
者
月年
測
測実
実

1994年 5月 31日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17 750 0 8755 2 1641

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(°/6) (%) Co(%)I Fc(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(O/。 )IZn(DOmⅢ

010 1 0.14 1 <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(隊 ) 測 定 条 件 2(%Ⅲ
Cu  Sn b Fe Sb A宣 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al K Ca CI  S そのイ
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銅剣 番 号 B列30号 分 類  I   I-2-⑥ 今 侵

“

三   51 25cm 関 幅 4 86cm
切 先 方 向 谷    ロ 色 調 1  5G5/0 現  存  長 51,15cm 茎 下 端 幅 1 46cm
面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tr   48 60cln 突 起 の 1立 置 7 20cm

lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 31 40cln 割方最小幅の位置 5 00cm
軍曇 (含浸前 ) 496_42 重量 (含浸後 ) 475 0富 到  方  長 ヨ7    5 60cln 割 万下端 の位 置 平 1 60cm
A面脊 中昌(a) 1 42cm B面春 幅 (a) 1 325cm 茎 長 2 65cm 最 大 幅 の 位 置 0 00cm
〃  (b) 1 415cm 〃  (b) 1 34cm 突 起  幅 5 69cm 突 起 部 脊 厚 0 895cm
〃  (C) 1_42cm 1 365cm ヨと    5 10cm 到 方 下 端 脊 厚 0 92cm
〃  (d) 1 425cn 1 385cm 考U方下 端 幅 平   6 21cm 最 大 鴨 部 脊 厚 0 935cm

1.48cm ″  (e) 1 455cm 最  大  幅 6 387cm 関 部 脊 厚 0_975cm

特   徴 脊厚
が厚い。元翼端部に甲張り残る。

茎が細く長い。突起の位置が低め。
遺存状態   I 最 大幅部 端部厚 0 17cm

関 端  部  厚 0 21cm

惨理中の知見 全体的にシャープなつくり。研磨痕。表面の調整良好。
日
者
月年
測
狽実
実

1994年 5月 31日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206

17 853 0.8706 2 1548

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )I Bi(°/。 ) Co(%)I Fc(°/6)l� ln(ぅ。m Ni(%, I Sb(%, Zn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 , 条 件 1 (%Ⅲ 殺J冠 条 件 2(%)
Cu  Sn b  Fe Sb A買 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのTH

銅 剣 番 号 B列 29号 分 類  I   I-1-の 全 長 ℃昆   51 05cm 関 rt    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/2 現  存  長 50 70cm 茎 下 端 幅 1 69cm
面 lAl尾  根 )  谷 剣  身  長 ℃豆   49 15cm 突 起 の 位 置 17 90cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 復 平 10cm 41方最小幅の位置 15 00cm
重量 (含浸前 ) 154.6g 重量 (含浸後)1    4400富 到  方  長 推 平  5 80cm 奪‖方 下 端 の作 漕 12 10cm
A面脊幅(al 36cm B面脊 幅 (a) 27cln 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm
″  (b) 38cm 〃  (b) 34cm 突 起 幅 嗣圭    5 20cin 突 起 部 脊 厚 0 795cm
〃  (C) 42cm 〃  (C) 36cm 割 方最小 幅 朝竺    5 00cm 到 方 下 端 脊 厚 0 87cm
″  (d) 43cm 〃  (d) 36cm 今U方下 端 幅 推    6 30cm 最大幅部脊厚 0 90cm

46cm 〃  (e) 50cm 最  大  幅 6 55cm 関  部 脊 厚 1 03cm

特   徴 脊厚
が厚い。A・ B面 ともに茎端面に切り込みあり。

関部に「外引け」あり。
遺存状態  H 最 大幅部 端部 厚 0.13cm

関 端 部 厚 0_12cm

修理中の知見 脊部に対し水平方向の研磨痕。元部の段差著しい。
日
者

月年
測
預実
実

日
子

３‐

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

0 8854 2 1758

定量分析
Cu(%) Sn(°/6) Pb(O/6〕 A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/。 )IMn(DOm Ni(ラム)I Sb(0/。 )IZn(DOm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%|
Cu  Sn  Pb  Fe  ttD  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 B列 28号 分 類  I   I-1-② 全 長 復   51 30cm 関 幅 」E    5 20cm
切 上 方 向 谷   口 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 20cm 茎 下 端 幅 tr    1 60cm
面 lAl 尾   根 lBl  谷 剣 身 長 己々   49,28cm 突 起 の 位 置 tt   18_60cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 つ豆   30 70cm 到方最小幅の位置 15 50cm
重量 (含浸前 ) 4169買 軍

=浸
後) 407 0富 割  ブデ 長

“

4    6 00cm 到方下端 の位 置 12 65cm
A面脊 幅 (al 1 33cm B面脊 幅●) 1 36cm 茎 長 2_02cm 最 大 幅 の 作 漕 11 50cm

1 32cm 〃  (b) 1 37cm 突 tB 幅 Tt    5_70cm 突 起 部 脊 厚 0 73cm
(C) 1_37cm 1 40cm 到 万最 /1ヽ中昌 引圭    5_10cm 到 方 下 端 脊 厚 0 75cm

〃  (d) 1 38cm 1 43cm 到 方下端 幅 It    6 35cm 最 大 幅 郡 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 1 66cm 〃  (e) 1 62cm 最  大 幅 引そ    6 65cm 関  著Ь 春   厚 0 98cm

特   徴 脊厚がやや毒め。
脊と刃部の境に樋がある。

遺存状態  Ⅲ 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 茎著円分に白い結晶あり。元部の調整良好
日

者

月年
測
涙実
実

1993年 4月 7日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 506 0 8831 2

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/。 )I As(%)I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
毅J冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのIl
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0同 剣 番 号 I     Bア J33号 分 類 1-6 全 長 つ昆   50 90cm 関 幅 〓圭    4 80cm
切 先 方 向 1   谷  翼 色 調 1 5G5/4 現  存  長 50,39cm ≧ 下 端 幅 1 47cm
面 lAJ 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   48 80cm 突 起 の 位 置 17 90cm
×EΠ lAl あ  り lBl な 刃 部 長 朝圭   30 90cln 割方最小幅の位置 推  16 20cm

重量 (含浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 404 0宜 411 方 長 」t    5 70clll 割 万下端 の位 置 IE   12.20cm
A面脊 幅 (a) B面脊幅(a) 38cm 茎 長 2 10cln 最 大 幅 の 位 置 朝圭   10.50cm

42cm 〃  (b) 38cm 突 起 幅 羽筆    5 55cln 突 起 部 脊 厚 0^81cln

〃  (C) 46om 〃  (C) 44cn 到 方最 小 幅 推   4 90cm 到 方 下 鈴 春 厚 0 84cm
〃  (d 49cm 〃  (d) 45cm 到 方下鈴 幅 rt    6 25cln 最 大 鴨 部 脊 厚 0 86cm
〃  (e) 53cm ″  (e) 54cm 最 大 幅 推    6 75cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   Tlk 茎が細め。 遺存状態  III 最 大幅部 端部厚 0 10cm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 刃部の腐食著しい。 実測年月日
実 測 者

1993年 9月 9日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 559 0 8830 2 1722

定量分析
C11(%| Sn(%, Pb(°/O) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/n)IMa(0。m Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
殺」冠 条 件 1 (%, 演」 冠 条 件 2 (%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A寛 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その41

飼 剣 番 号 I   B列 32号 分 制    
―

全 長 tt   52 47cm 関 幅 tt    5 20cm
切 先 方 向 1   谷  ロ 色 前 1  5BG 5/0 現  存  長 52 07cm ≧ 下 端 幅 1 75cm
面 lAl 昆  根 lBl  谷 剣  身  長 引笠   50.60cm 突 起 の 位 置 17 70cn
×EΠ lAl な  し CBl あ  り 刃 部 長 引筆   32 90cm 割万最小 WiHの位置 15 00cm

重量愴 浸前 | 464 9富 重量 (含浸後 ) 455 0だ 到  方  長 tt    5 70cm 割 万下端 の位 置 12 00cm
A面脊 幅 (a) 1 33cm B面春 幅 (a) 1 33cm 茎 長 1 87cm 最 大 幅 の 位 置 8 50cm
〃   (b)1       1 36cm 1 35cm 突 起  幅 推   5 65cm 突 起 部 脊 厚 0_81cm

46cm 1 47cm 奪uフヶ坂誌/」、中邑 】圭    5 10cm 到 方 下 端 脊 厚 0 87cm

1 51cm 〃  (d) 1 53cm 寺U方下 端 幅 IE    6 25cm 最大幅部杏厚 0_92cm
1 73cm 1 70cm 最  大 BIE    6 45cm 関  部  脊 1.08cm

特   徴 脊厚がやや厚
い。脊幅の変化が大きく、A・ B面で脊の

ズレが見られる。刃部が長い。
遺存状態   H 最 大幅部 端部

'

0.15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 茎下端面に気泡状の凹みあり。 日
者

月年
測
測実
実

1993年 9月 8日
吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 619 0 8820 2 1721

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(°/0)I Sb(0/a)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%Ⅲ 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S そのイ

銅 剣 番 号 BアU31サ 分 類  I   III-1-① 令 長 推  51 10cm 関 幅 5 07cm
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  564/0 現 存 長 49 90om 茎 下 端 幅 1.62cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 父U身 長 朝と   49,29cm 突 起 の 位 置 8 80cm
×「Π lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推  30 50cm 今」方最小幅の位置 6 40cm

重量 (含浸前 ) 374 3g 車量 (含浸後 ) 365 0富 季U 方  長 5 31cm 到 方下端 の位 置 3^50cm
A向青 甲昌(a) B面脊 幅 (a) 37cm 事 長 1 81cm 最 大 幅 の 位 苦 0 70cm

39cm 〃  (b) 43cm 突 起 幅 IE    5 70om 突 起 部 脊 厚 0 70cm
〃  (C) 〃  (C) 49cm 今U方最 /1ヽ中畠 推  4 90cm 到 方 下 端 脊 厚 0 74cm
〃  (d) 〃  (d) 51om 到 方下端 幅 5 95cm 最 大 幅 部 若 厚 0 77cm
〃  (e) 63cm 〃  (e) 63cm 最 大 幅 tt    6 40cm 関 部 春 厚 0 95cm

特   徴 脊厚が薄め。茎がやや短かめ。 遺存状態   H :音酌喘詈爵

'早

0 13cm

関 端 部 厚 155cm

修理中の知見 表面の腐食著しい。幅広な剣身
日
者
月年
測
実
実

1993年 6月 14日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 051 2 1960

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(0/。 ) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%, I Fe(%) A/1n(っ っmi Ni(%)I Sb(9/0) Zn(DDm

10  1  0 43  1  0.043 0 066  1  0 22  1   -―

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe  As  S A K  Ca  Cl S その¶
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銅 ∩U番 号 I   B列 36サ 分 類 I   I-2-① 全 長 復  52 00cm 関 幅 5 29cm

切 先 方 向 1   谷  ロ 色 調 1  5G4/0 現  存  長 51 80cm 妄 下 端 幅 1_82cm

面 lAl尾  根 rRh  容 剣  身  長 復  49 90cm 饗 己 の イア 漕 18.55cm
×印 lAl を lBl あ  り 刃 部 長 優  31 35cm 割万最小嶋の位置 16 30cm

重量(含浸前) 487 7g 重量 (含浸後 ) 460 0g 割  方  長 ヨZ    6 25cm 到 方下端 の位 置 12.30cm

A面脊 幅 (a)1   1 42cm B面脊 幅 (a) 1 41cm 茎 長 平   2 10cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

(b)1       1 45cm 〃  (b) 1 42cm 突  起 幅 わ己    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
〃   (C)1       1_52cm 1 53cm 到防 最 小 幅 復 10cm 91万 下 端 否 厚 0 72cm
〃   (d)1       1 52cm 〃  (d) 1 53cm 割万 下端 鴨 →4    6.40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm

(e)1       1.69cm 〃  (e) 1 73cm 最  大  幅 6.49cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴 脊厚が薄
い。茎が太く端面が平ら。

A面で鋳型のズレが著しい。研磨痕明瞭。
遺存状態   I 最大幅部端 部 厚 0 18cm

関 蛉 部 厚 0 21cm

修理中の知見 研磨痕 (鋒部)。 やや幅広な剣身。全体に硬い錆付着。
日

者

月年
測
韻実
実

1993年 9月 14日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 658 0 8782 2 1670

定量分析
Cu(O/。 ) Sn(0/。 ) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%) I Sb(%) IZn(pplm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのIH

◆同剣 番 号 I     Bア 435号 分 類 全 長 lt   50 10om 関 幅 引4    4_90cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 現  存  長 49_40cm 華 下 絆 鱚 1 75cm

面 lAl尾  根 )  谷 剣  身  長 Ft   48_30cm 饗 だ已 の イ立 漕 17 80cm
×Eロ lAl あ lBl な  し 刃 部  長 推   30.50cm 割万最小鴨の位置

“

圭   15 90cm

重量 (含浸前 ) 438 8g 重量 (含浸後 ) 425_0富 到  方  長 朝4    5.10cm 到 万下端 の位 置 推  12 70cm
A面脊 幅●) 51cm B面脊 幅 (→ 54cln 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cm
〃  (b) 53cm 57cln 突 起 幅 朝圭    5 50cm 突 起 部 春 厚 0 82cm
〃  (C) 62cm 今J方最小 朝ヒ    4 90cm 到 万 下 端 蒼 厚 0 85cm

57cm 〃  (d) 65cm 割 方下 端 嶋 朝監    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 86cm

75cm 〃  (e) 83cm 最  大  幅 tL    6 10cm 関 部 脊 厚 0 98cm

特   徴 創方がやや短か
い。茎が大く短かめ。

身幅に対して脊が大い。一部型ズレあり。
遺存状態  H 最 大 幅部端 部 厚 0 10cm

関 蛉 部 厚 0 15cm

修理中の知見 刃部が非常に脆い。幅広な茎部。茎下端断面に巣穴あり。
日
者
月年
測

韻実
実

1993年 9月 10日
吉 田   広

鉛同位休比
207/206 208/206

17 620 0 8799 2 1691

定 量分 析
Cu(%) Sn(0/。 ) Pb(%) A寛 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%, I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の営光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 預1定 条 件 2(%
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S そのFu

鋼 剣 番 号 B列 34号 分 類 I   I-2-① 全 長 ヨ圭   52 45cm 関 幅 It    5 45cn

切 先 方 向 1   谷  口 色 調 1   5BG 5/0 現  存  長 51 80cm 茎 下 端 幅 1 78cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  50 55cm 突 起 の イ立 置 19 00cm

×臓ロ lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 朝竺   31 50cln ヨ万最小岬黒の柿漕 16 55cm

重暑 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 402 0g 到  万  長 7 00cm 到 方下端 の位 置 12 05cm

A面脊 幅 (a) 38cm B面蒼 幅僻) 茎 長 平   1 90cm 最 大 幅 の 位 置 11 55cm
″  (b) 45cm 〃  (b) 45cm 突 起  幅 推   570∞ 突 起 部 脊 厚 0 66cm
〃  (C) 1 495cm 〃  (C) 56cm 到 方最小 幅 5 00cm 到 方 下 端 春 厚 ()75cm
〃  (d) 46cln 〃  (d) 53cm all万下

'

6 50cm 最 大 鴨 部 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 72cln 〃  (e) 79cm 最  大   幅 6 50cm 関  部  脊  厚 0 87cm

特   徴 脊厚が薄め。突起
の位置が高め。

割方が長い。茎が大く、甲張りが目立つ。
遺存状態   I 最 大幅部 端 郡厚 0 12cm

関  端  著b 厚 0 18cn

修理中の知見 全体的にシャープなつくり。やや幅広な剣身。刃部に鋳型のズレあり。
日
者
月年
測
波実
実

日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 664 0 8791 2 1689

定量分析
Cu(°/0) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(°/6) (%) Co(O/6)I Fe(°/。 )IMn(っ om Ni(°/6) I Sb(0/6) IZn(っ っ■1)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調 測 冠 条 件 1 (%, 測 定 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As S, AI K Ca CI  S その4L
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銅 剣 番 号 B列39号 分 類 I   I-2-① 全 長 復  5060伽 関 幅 つE    5 00cm
切 上 方 向 1   谷  車 色 調 1   5BG 5/2 現  存  長 50 20cm 茎 下 端 幅 1 44cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ見   48 49cm 突 起 の 位 置 18 00cn

①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 見々   30 50cm 割方最小幅の位置 16 00cn
重量 (含浸前)1    4112富 重量(含浸後) 395_Og 奪U 方  長 平    6 05cm 到 方下 端 の位 置 推半 11 95cm
A面脊幅(a) 1 40cm B面脊 幅仰) 35cm 茎 長 2 1lcm 景 犬 鴨 の 作 替 950伽
〃   (b)1       1 39cm 〃  (b) 39cm 突 起  幅 推  5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 86cm

1 42cm 〃  (C) ll方最小幅 権   4 90cn 到 方 下 端 春 厚 0 89cm
〃  (d) 1 43cm 49cm 到 方下端 嶋 tt    6 15cm 最 大 幅 部 春 厚 0 93cm
〃  (C) 1 53cln 〃  (e) 53cm 最  大  幅 6 32cm 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴 脊厚
が厚い。

一部際取りが明瞭だが全体に鏑が不明瞭。
遺存状態  コ 最 大 幅部 端部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 脊部に不定形な凹みあり(巣 7)
日

者

月年
測
損実
実

1993年 9月 22日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 697 0 8786 2 1688

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I B,(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(0/。 )IZn(Dう rr

6 77 011 0 55  1  0 046 0094 1 0013 1  <l 0 55 <10

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(黙
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb lt‐e As Si  Al  K Ca Cl  S その4

金同剣 番 号 I     B列 38号 分 類 I  I-1-① 令 長 推  51 30cm 関 幅 推   5 30cn
切 上 方 向 1   谷  ロ 色 調 1  565/4 現  存  長 50 40cm ≧ 下 端 幅 と 62cm
画 ① 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 推  49,41cm 突 起 の 位 置 8 50cm
× 印 CO あ  り lBl な  し 刃  部  長 割監   30 90cm 到方最小幅の位置 推 6 20cm

重量 (含浸前 ) 344 5宜 重量 (含浸後 ) 332 0富 到  方  長 推   5 90cm 考J方下端 の位 置 推 2 60cm
A面春 幅 (→ 30cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 茎 長 1 89cm 最 大 幅 の 柿 署 1 00cm
〃  (b) 1 38cm 〃  (b) 1 34cm 突 起 幅 推    5 55cm 突 起 部 脊 厚 0 69cm
(C)1        1 45cm 38cm 推   5 20cm 到 方 下 端 脊 厚 0 73cm

〃   (d)1       1 46cn 〃  (d) 1 42cm 奪U方下端 幅 tt    6 30cm 最 大 幅 都 春 厚 0 74cn
〃 (e)   1 69cm 1 60cm 最  大  幅 推    6 50cm 関 部 脊 厚 0 88cm

特   徴 脊厚
が薄い。

脊と翼の境の際取り明瞭。
遺存状態  Ⅲ 最 大幅 部端 部厚 0 14om

関 端 部 厚 0 22cm

修理中の知見 幅広な茎部。粒状の錆が付着。 日
者
月年
測

実
実

1993今19月 20日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17_627 0 8808 2 1705

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 : Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(0/。 ) Zn(ぅ。m)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調 測 定 条 件 ] (%) 測 定 条 件 2(%)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn デb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その堤

銅 剣 番 号 B列 37号 分 類 |    
―

全 長 詢ヒ   52 05cm 関

切 上 方 向 谷  奥 色 詞 1 5G6/4 現  存  長 51 08cm ≡ 下 端 幅 1 38cm
画 ① 尾  根 ①   谷 会」 身 長 」IE   50 20cm 突 起 の 位 置 推  17 20cm
×印 ①  な  し lBl あ  り 刃 部 長 羽圭   33 00om 到方最小幅の位置 推  15 30cm

重量 (含浸前 ) 405 0質 茎量 (含浸後 ) 391 0g 到  方  長 推   4 70cm 到方下鈴 の位 置 コと   12 50cm
A面脊 幅 (a) 34cm B面脊 中邑(a 1 34cm 茎 長 1 85cFp 最 大 幅 の 作 苦 コ圭    7 80cm
〃  (b) 〃  (b) 1 35cn 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 42cm 1 39cm 奢」方最小幅 all方 下端脊 厚 0 83cm
〃  (d) 〃  (d) 1 52cm 到 万下端 嶋 最 大 幅 部 脊 厚 0 88cm
〃  (e) 50cm 〃  (e) 1 53cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 90cm

特   徴 考J方が短か
い。突起の位置が低め。

刃部が長い。
遺存状態  IB 呂部 端部厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。刃部の腐食著しし
日

者

月年
測
損実
実

1993年 10月 18日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

7 685 0 8785 2 1670

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(っっm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
渋J冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /n)
Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そのrt
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